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　夜八時過ぎ。

　都心から少し離れたところに位置するＳ県よつば市の駅前は、帰宅するサラリーマンやＯＬで溢れていた。みんな一様に前を向き、改札へと吸い込まれていく。だが幾人かは人混みから外れ、駅近くに立ち並ぶ雑居ビルに入っていった。

　よつば駅前には居酒屋など飲食店が多く立ち並び、テレビ番組でも時折特集が組まれるほど。昔ながらの赤ちょうちんの店や、大手チェーン店の居酒屋やファミリーレストランなど、その数は駅前・駅チカを合わせると、二百を超えている。

　なので店側は、少しでも自分の店へ来てもらえるように、と様々な工夫を凝らしていた。ワインや日本酒といった酒関係に力を置く店、料理にこだわる店、内装に力を注ぐ店。

　その中のひとつ、比較的新しいビルに入っている居酒屋『ブラン・アンジュ』は、ワインバーとして女性に人気の店だ。フランスから取り寄せたワインがメインで、料理もフランス寄りになっている。内装はシックだが、女性に好感を抱いてもらえるよう、小物のひとつひとつに配慮している。

　そんな店の片隅で、カジュアルなスーツに身を包んだひとりの女性が、グラスをドン！　と音が立つほどの力で置いた。中身はワイン……ではなく、ウーロン茶だ。

「もー！　わけわかんない！」

　肩にかかるほどの髪を揺らして叫ぶ彼女の向かいで、ワインを優雅な手つきで飲んでいた女性は、苦笑しながらグラスをゆっくりとテーブルに置いた。ふたつ結びにしてある髪の毛先が、ふわりと揺れる。

「真由にしては、珍しく感情的ねぇ」

　名前を呼ばれた初瀬はつせ真由まゆは、グラスを握ったままわずかに眉根を寄せた。眉間に皺が刻まれる。

「だって……」

　なにか言い訳をしようとして……真由は、言葉ではなくため息をこぼした。それからもう一度ウーロン茶を飲むと、完全にうつむいてしまう。

「レオナの言う通り、私らしくないよね。でも私だって、まさかここまで心が荒すさむとは思わなかったわよ」

　真由の言葉に、香取かとりレオナはクックッと笑いながらワインに口をつけた。真由の同僚であるレオナには、真由がどうしてここまでヤケになっているのか、その理由をよく知っている。だから今日、こうして彼女のヤケ酒……もといヤケ食いに付き合っているのだ。

　レオナの笑い声に真由はまたため息をつき、今度は、テーブルの上にあった野菜スティックに手を伸ばした。バーニャカウダをたっぷりつけてから、口へ運ぶ。ポリポリ、と小気味良い音が二人の間に響いた。

「こっちが何度言っても、周防さんは人の体をベタベタ触ってくるし、赤城さんはなんの恨みか知らないけど、私にやたらと突っかかるし、無理難題をふっかけてくるし……」

　そこで、唇がへの字に曲がり……。

「もー嫌！」

　くわっ！　と大きく口を開けたかと思ったら、最後の野菜スティックを豪快にバリッと食べてしまった。その勢いで、ウーロン茶も一気に飲み干してしまう。

「職場で公私混同ってどうなのよ！」

　さすがに大きすぎる叫びに、店内にいた女性数人が真由たちの方に視線を向ける。それに気づいたレオナだが、特に謝るわけでもなく、ただ真由の悲痛な思いを笑った。彼女は、現状も、真由の心境も、全部楽しんでいるのだ。

　レオナがそういう女であることを、真由は知っている。だが真由はレオナの気取らない性格を気に入っているので、こうして飲みに誘っているのだ。なにより、笑いはするが愚痴はちゃんと最後まで聞いてくれる。

「周防さんのセクハラは、全女性社員が的だもの。わたしもされたしね。それが部長みたいなハゲ親父なら嫌だけど……周防さん、顔だけはイケてるもの。別にいいかな、って思わない？」

「思わない。好きでもない男からセクハラされたって、嫌に決まっているでしょ」

「まあ、真由ならそうよね」

　レオナは新しいワインを注文しながら、クレソンのサラダを口に運んだ。

「真由がそこまで頑なだから、周防さんも『絶対落としてやる』って意地になって、真由に手を出すんじゃないかしら」

　もちろんそれは、レオナの想像だ。だが、男性経験の豊富な彼女には自信があった。そして経験の少ない真由からしてみれば……。

「最悪」

　と、いうことだ。

　頼んでおいたワインを受け取りながら、レオナは笑みを浮かべたまま、真由の顔を覗き込む。いきなり近づいた同僚の顔に、真由は反射的に仰け反った。

「入社してすぐに部長からセクハラされた時も、他の同僚は辞めさせられるのが怖くてなにも言えなかったのに……真由だけが堂々と『迷惑です』って言い切れた時は、かっこよかったわね。けど……真由にはイケメンでも同じってことね」

　レオナはひとりで納得し、満足そうに頷きながら座り直してワインに口をつけた。

「でも、そんな気の強い真由だから、赤城さんには目障りなんでしょ。だからあんな陰湿なイジメをしているのよ」

　レオナの指摘に、真由はうんざりした顔でキッシュを口に運んだ。

　そこへ、注文していた新しいウーロン茶が、そっと彼女たちのテーブルに運ばれる。それに軽く頭を下げながら、真由はヤケ飲みだ、とばかりにウーロン茶をビールのように呷った。

　店内には軽快なジャズが流れているが、今のふたりには、まったく耳に届いていないらしい。

　赤城、とはふたりの直属の上司だ。だが部長だとかの肩書は特になく、あえて言うなら、まとめ役。赤城は彼女達が所属する部にとって、世間一般で言うところのお局様のような存在なのだ。

　真由がヤケになって食べ始めたので、レオナが代わりに口を開く。

「だって、そうでしょ。真由ひとりじゃとても処理しきれない書類の山を押しつけたり、仕様変更があったことをギリギリまで言わなかったり……この前の会社の飲み会も、真由にだけ嘘の場所を教えたんでしょ？」

　尋ねられ、黙って頷いた。するとレオナは、また小さな声を立てて笑う。

「やっぱり赤城さん、真由が嫌いなのよ」

「別に嫌われるのは慣れているからいいけど……だからって！　仕事に影響が出るような意地悪するなんて、最低よ！　私ならいいけど、他の人にも迷惑かかるんだから！」

　それから真由はもう一度「公私混同反対！」と叫び、ウーロン茶を勢いよく飲み干していく。

「はあ、あの職場でこれからも仕事しなくちゃいけないとか、憂鬱だわ……」

「だったら、いっそのこと辞めちゃったら？」

　その指摘に、真由は慌てて首を横に振った。

「それは嫌！　逃げるなんて真似、出来るわけないでしょ」

　どんなに弱気な顔を見せていても、そこは胸を張って答える。そんな真由にレオナはとうとう大きな声で笑いだしてしまった。またしても店内の客がふたりを見やるが、レオナも真由も気づいていない。

　レオナはひとしきり笑った後、嬉しそうに頷きながらワインを嚥下した。こくり、と喉が上下する。

「それでこそ真由よね」

　そうしてグラスを置きながら、軽く見上げるように真由を見た。その目を、真由は怪訝そうに睨みつける。しかしレオナは気に留めずに口を開いた。

「だったら、休みの日に気分転換でもしたら？　そうすれば、メリハリがついて少しは気持ちも楽になるんじゃないかしら」

「気分転換って……たとえば？」

　今度は自分が問われ、レオナは背もたれに体重をかける。グラスの中のワインが、軽く揺れた。

「そりゃあ、彼氏とデート！　でしょう。いっぱい甘やかしてもらえば、癒されるってものよね」

　この提案に、真由は顔をしかめた。

「残念ながら、癒してくれるような彼氏はいないの」

「それは本当に残念。セフレも？」

「いるわけないでしょ。エッチは、そんな気軽にするものじゃないの」

　叱るような口調で言い切り、真由は残りの野菜スティックをすべて食べてしまった。

　野菜スティックに関して特に興味がなかったらしいレオナは、「なら」と呟いてからバッグからスマホを取り出した。何度かタップをして……にやり、と不敵に笑う。

「これ、試してみない？」

　言いながら見せてきた画面には、『イケメンレンタル』というなにやら怪しいサイトが表示されていた。その字面に、真由の顔が更に不機嫌そうに歪む。しかしレオナは気づいていても尚、引かない。

　今度は画面をスクロールさせ、サイトの説明文を表示させた。レースの背景を使った画面に、シンプルな文字が踊っている。真由はそれを、渋々目で追いかけた。

「彼氏、レンタル出来ます？」

　声に出す真由の前で、レオナが大きく頷く。

「そうそう。二十代から六十代までの男性が在籍していてね、疑似彼氏として一時間単位でレンタル出来るの。やることによって金額は変わるんだけど」

　レオナのほっそりした指が画面をタップすると、今度は料金画面が表示される。そこには、昼間のデートなら一時間四千円から、と書かれていた。

「デート代や移動費はこっち持ちだけど、文句言わずにデートしてくれるのよ。手軽にときめけるんだし、安いものよね」

　昼間のデート……という一文に、真由は首を傾げる。夜は違うのか、と。そして案の定、夜のデートになると料金がわずかに上がる。夜は、六千円からになっていた。だが、画面にはもう少し先があるようだった。真由は手を伸ばし、自分からスクロールしていく。

「はっ？　これ……なに!?」

　レオナは、画面を見ずとも真由がなにを見ているのかわかっているらしい。口元に笑みを湛えたまま、画面を指で二度、叩いた。すると、その部分が拡大される。

「書いているままよ。申し込み次第では、疑似彼氏としてエッチもしてくれるの」

　あけすけな物言いに、真由の顔がじわり、と赤く染まっていく。

　経験がまったくないわけではないが、だからと言って慣れているわけでもない。当たり前のようにそんなことを言われ、真由の頭は混乱してしまう。

　そんな同僚の姿にレオナはますますおかしそうに笑いながら、今度は、在籍している男性たちの一覧を表示させた。そこには、アイドルみたいに顔の整った男から、素朴な雰囲気の男まで、様々な男性の写真が表示されている。

　レンタル彼氏一覧を見せながら、レオナはこの『イケメンレンタル』についての説明を続けた。

「ただね、エッチはしてくれるけど、相手の男に電話番号を聞いたり、口説いたりするのはＮＧなの。相手は仕事だもの。本気になって迷惑をかけたらダメ……っていうのは、常識よね。つまりこの会社は、キャバクラと同じって思えばいいわ。あくまでも擬似恋愛を楽しめるのよ」

　レオナの大きな目が、真由を見つめる。

「レンタル彼氏の方も、ちゃんと社長が身分確認してるから、身元は大丈夫。安心して遊べるわよ。それに、わたしもこのサイト、何回か使ったことあるしね」

「でもレオナ、彼氏がいたんじゃ……」

「それはそれ。これはこれ」

　レオナの奔放さに呆れ、真由の口から今までとは別のため息がこぼれた。さすがにそれに気づいたレオナだが、怒ったり拗ねたりはしない。笑顔を崩さず、真由にスマホをずいっと近づける。

「物は試しで、レンタルしてみたら？」

「うーん……」

　目の前いっぱいに広がる男、男、男の写真。その中に惹かれる顔はひとつもない。ない、けれど……。

　学生時代、どんなにイジメられても立ち向かい、結果的に相手と仲直り出来るほどの強さを持った真由でも、現状には少し辟易していた。その愚痴を聞いてもらおうとは思わないけれど、いつもの日常から脱却して、たまには気晴らしをするのもあり、かも……？

　真由の頭に、様々な感情がグルグルと駆け巡る。

「……お茶飲み相手、なら」

「お茶飲みって、年寄りみたいな言い方しないでよ。じゃあ、デートするってことでいいのね」

　真由が頷くのを見届けてから、レオナは慣れた手つきで「予約してあげる」と画面をタップしていく。

「誰か指名する？」

「よくわかんないし、誰でもいいよ。でも、優しそうな人がいいかな」

「じゃあ、おまかせにしておいて……備考欄に、優しそうな人って書いておくわね」

　もう一度真由が頷くので、レオナは文字を打って送信ボタンを押した。その口元がさっきよりもずっと深い笑みを刻んでいたのだが……真由はヤケ食いをしていたので、気づくことはなかった。
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　レオナと飲みに行った、翌日の夕方。

　定時で仕事を終えた真由は、帰り支度を整えていた。そこへ、スマホが震えながら着信を告げた。表示画面には、知らない番号。だが昨日の夜、レオナから言われていたことを思い出した真由は、すぐに通話ボタンを押した。

「お電話失礼いたします。イケメンレンタルでございます」

　電話口から聞こえてきたのは、耳当たりのいい男性の声だった。

　レオナから、初めて利用する場合には会社から電話がくる、と教わっていたのだ。真由は電話を受けながら、休憩室へと歩いていく。いくら仕事が終わったとはいえ、職場内で個人的な電話をするわけにはいかない。なにより、赤城の鋭い眼光が注がれていたからだ。

　真由が移動する間も、電話の向こうからは聞きやすい低さの声が、こちらに向かって話しかけている。

「失礼ですが、初瀬真由様の携帯電話でよろしかったでしょうか？」

「はい、そうです」

　休憩室に人がいたので、真由はとっさに非常階段へ出た。九月の風はまだ生ぬるく、夏の名残が漂っている。それを肌に感じながら、踊り場で立ち止まった。

「この度は、我が社のレンタル彼氏のご利用、ありがとうございます。私、社長の吾妻あづまと申します」

　こういうものは、オペレーターが電話するものだと思っていた真由は、まさか社長が自ら電話をしてくると思わず、驚きで声を上げそうになる。だが寸前で抑え、口は開きっぱなしだが叫ばずに済んだ。

　もちろん相手の吾妻に、そんな真由の事情などわかるわけもなく……。吾妻は人の良さそうな声で話を続けた。

「今回、男性はおまかせ、ということでしたので、初瀬様に合う男性をお選びしたいと思います。今から二、三、質問をさせていただいてもよろしいでしょうか？」

「はい、大丈夫です」

　真由の返事を待ってから、吾妻はまず「今、疲れていますか？」と問いかけた。素直に「はい」と答えると、次に「賑やかな場所と静かな場所、どちらが好きですか？」と問われる。それには少し悩んで……。

「あえてどっちか選ぶなら、静かな場所の方が好きかも……しれないです」

「かしこまりました。では、最後に……今の嫌なことから、逃げようと思いますか？」

　変わった質問だな、と思った。まるでこの人には、自分の状況がわかっているかのような質問だ。だが、真由は特に気にせず口を開いた。

「逃げても解決しないと思っているので、私は立ち向かっていきます」

一瞬の無言。だが、すぐに電話の向こうの吾妻は「かしこまりました」と返事をした。

「では、後ほど初瀬様のお相手となる男性のプロフィールと写真を、ご登録いただきましたメールアドレスに送信いたします。もし相手が嫌だという場合は、三日以内にご返信ください。返信がない場合は許可とみなしますので、ご注意ください」

　真由が「はい」と答えると、吾妻はその後についても話しだす。

「メール送信後四日後に、相手の男性から電話がきます。そちらで、お相手とデートの日時、拘束時間などを決めてください。電話で話をした後にキャンセルしていただくことも可能です。デート前日までならキャンセル料は発生いたしませんので、よくお考えの上でご利用いただければ、と思います」

　それから吾妻に、支払いに関してなど業務的な内容を聞かされた後、電話は静かに終わりを告げた。






※






　――四日後。

一人暮らしをしているアパートへ帰り着いたところで、真由のスマホに、相手となる男性から電話がかかってきた。登録していない番号からだったが、それを見た瞬間に『レンタル彼氏』からだとわかり、真由の体は自然と緊張で硬くなる。顔もプロフィールも、真由はすでにメールで見ている。ただ……彼氏をレンタルする、という行為に、真由は未だに不安と後ろめたさを感じていたからだ。

（確かプロフィールには、四十歳って書いてあったよね。変な人ではないと思うけど……やっぱり不安だなあ）

　それでも……電話に出なければ始まらない。真由は思い切って通話ボタンを押した。

「はじめまして。こちら、初瀬さんの携帯電話でよろしかったでしょうか？」

　電話口の声はとても穏やかで、真由の緊張が一瞬で和らぐ。

「はい、そうです。あなたは……イケメンレンタルの方ですか？」

「ええ。今回、初瀬さんのお相手として派遣される、八島やしま千尋ちひろです。よろしくお願いします」

　メールで添付された千尋の顔が、今聞こえてくる声と重なる。不安はまだ残っているが、千尋の話し方のおかげか、最初ほどの緊張はなかった。

「まだお若い初瀬さんの相手が、私みたいなおじさんですみません。同じくらいの男の子にしようって吾妻……いや、社長は探したみたいなのですが、ちょうどタイミングが悪くて、みんな予約で埋まっていたんですよ」

　落ち着いた口調で、丁寧に謝られてしまい、真由は電話の向こうだということを忘れ、慌てて首を横に振った。

「いいえ！　年齢なんて気になりませんから！」

　言いながら、真由の頭にはひとつのことが浮かんだ。

（予約で埋まっちゃうなんて、あの会社、人気なんだなあ）

　自分が知らないだけで、こういう仕事は結構女性に浸透しているのかもしれない。

　みんながやっているなら、私がやっていることはイケナイことではない……真由の心に、少しずつ安堵が戻ってきた。

　それからふたりは、デートの日時、待ち合わせ場所などを決めていった。千尋は真由の意見を聞きながら、無理そうな時は「それもいいんですが」とやんわり修正してくれる。それが、真由にはとても心地よかった。

　高校生以来、恋愛はしても恋人は作ってこなかった真由。そんな彼女にとって、こうしてデートの約束を決めていくのも、自然と心を高揚させていた。

「では土曜日の十七時に、駅前のカフェ『そらとうみ』で待ち合わせ……で、いいですね？」

　千尋が確認のために繰り返すのを聞いて、真由は「はい」と言葉にしながら頷く。

「では、土曜日の初瀬さんとのデート、楽しみにしていますね」

「当日は、よろしくお願いします！」

　思わずそんな返事をした真由は、すぐに頭の中で反省する。これじゃあまるで仕事の返事みたいだ。しかし電話口の千尋は、笑うでもなく、ただ穏やかな声のまま「こちらこそ」と返してくれた。

　それから千尋は「失礼します」と断って電話を切ったので、真由はスマホをサイドテーブルに置いた。そのまま背にしたベッドに顔を埋めながら、ほっと息を吐き出す。

（仕事だから、だろうけど……それでも、すごく優しそうな人だった。これなら当日も安心かも）






※






　土曜日。真由は緊張のあまり、三十分も早く待ち合わせ場所に到着してしまった。それなのに……。

「初瀬さん、ですね。はじめまして。八島千尋です」

　千尋は、すでに待ち合わせ場所にいた。

　キャメル色のジャケットを羽織った千尋は、席のひとつに腰掛け、優雅にコーヒーを飲んでいた。中に着ている水色のストライプシャツが、彼の爽やかさに相乗効果をもたらしている。

「あ、あれ？　私、もしかして待ち合わせ時間間違えました？」

　うろたえる真由に、千尋は口元にだけ笑みを浮かべ、首を振った。

「いいえ。私の方が早く着いたんですよ。初瀬さんをおまたせしてはいけないと思いまして」

　予想外の心遣いに驚くと同時に、申し訳ない気持ちになって慌てて頭を下げる。すると千尋は頭を上げさせながら、優しい顔で真由の顔を覗き込んだ。

「私がしたくてしていることですから、気にしないでください」

「八島さん……」

「それに初瀬さんを待つ間、読みかけだった小説を読み終わることも出来たので、私にとっては有意義な時間でしたよ」

　真由の心情を考慮し、気を使わせないようにしてくれる。それだけのことでも安心出来てしまい、ますます警戒心を解いていった。

　千尋が先程からいた席の向かいに腰を下ろし、真由はカフェラテを注文。千尋もすでに空になっていたので、もう一杯コーヒーを頼んだ。

「改めて……初瀬さん、今日はよろしくお願いします」

「はい。こちらこそ……よろしくお願いします」

　深々と頭を下げる真由に、千尋が小さく笑う。その声も優しく穏やかで、真由の耳を、心を落ち着かせた。

　同時に真由の心に、千尋に対する興味が沸く。

　とてもしっかりした人だし、気遣いも出来る。これが仕事だから、と言えばそれまでだが、仕事でも慣れてくると手を抜く人は多い。なのに千尋は態度から雰囲気、その一挙手一投足まで洗練されている。

（こんなにしっかりした人が、なんでレンタル彼氏なんてやっているんだろう？）

　それが、気になって仕方がなかった。日頃のストレスを癒す、という本来の目的も忘れて、真由は千尋の顔をじっと見つめる。

「八島さんは、この仕事一本なんですか？」

「いえ、本業がありますよ。ただ、縛られるような仕事でもないので、空いた時間はこの仕事を手伝っています。ただ……」

　言葉を切った千尋は、注文していたコーヒーを、ゆっくりと口に運んだ。その動作はとても優雅で、香りを楽しんでから飲み込む瞬間まで、真由の視線を釘付けにしてしまう。

　喉が何度か上下に動き、カップが唇から離れ……ソーサーに置く瞬間まで、まるで映画のように美しい。思わず感嘆して息を飲む真由だが、その音は聞こえなかったようで、千尋はカップから手を離しながらまっすぐに見つめてきた。

「今日は午後いっぱい、あなたの彼氏ですから……こんなつまらない話はやめて、もっと楽しい話をしませんか？」

　そう言って微笑まれ、一瞬で青ざめた。自分がなんのために彼氏をレンタルしたのかも忘れるわ、相手の事情を詮索なんて下世話なことをやってしまうなんて……。自分のしたことの恥ずかしさに消え入りたくなりながら、真由は勢いよく頭を下げた。

「失礼なことを聞いてしまって、すみません！」

　その勢いの良さに、今度は千尋が慌ててしまう。両手を顔の辺りに上げ、落ち着かせるように宙でぽんぽん、と動かした。ただ、頭を下げたままの真由にはその動作は見えないが。

「私は気にしていませんから、謝らないでください」

「だけど……」

「さあ、顔を上げて」

　言われるまま、おずおずと顔を上げる。真由の泣きそうな目と、千尋と穏やかな目が合った。すると千尋が、にっこりと微笑む。

「私は、あなたに癒されてほしいんです。でも、私のつまらない話なんて聞いても、楽しくないでしょう？　だから、他の話にしようと思ったんです」

　千尋は右手を後頭部に回し、申し訳なさそうに頭を掻いた。

「けど、私の言い方が良くなかったですね。すみません」

　今度は千尋が謝る番になった。もちろん真由には謝ってもらう理由がない、と思っている。激しく首を横に振り、真剣な顔で見つめた。

「八島さんは全然悪くありません！」

　本当に真剣で、あまりにまっすぐだから……千尋は、声を立てて笑いだしてしまう。その声に周りにいた客が幾人か彼らを見た。だが笑っている千尋はもちろん、笑われてわけがわからない真由は気づけない。

　千尋の状況に、開いた口が塞がらない真由。そんな彼女に「ごめんね」と素であろう声をかけながら、笑うのを堪らえようとしている。だが、まだおかしいらしい。喉の奥でクックッと声が漏れる。

「初瀬さんは、真面目な人ですね」

「そんなことは……」

「いえ、とても真面目で、いい子です。仕事も、いつも真剣に取り組んでいるんだろうなって、よくわかりますよ」

　やっと笑い声の治まった千尋の手が伸び、真由の頭に触れた。

「だから時々、手の抜きどころがわからなくて、疲れてしまう……」

「っ！　なんで、それを……」

「あなたを見ていればわかります。でも今日はなにもかも忘れて、楽しいことをしましょう」

　優しく頭を撫でられ、真由は胸の奥が仄かにあたたかくなるのを感じる。それが喜びなのか、嬉しさなのか、真由にはわからない。ただ、初めて出会った男性に触れられたというのに、嫌ではなかった。

　同僚の周防になら嫌悪感を抱くのに、これは人柄のなせる技かな、なんて真由は苦笑しながら、やっと落ち着いてカフェラテを飲む。そんな真由を優しく見守りながら、千尋もコーヒーを飲み干した。

「さて、そろそろ移動しましょうか」

　千尋の提案に、真由ははっと息を飲む。千尋の時間が空いておらず、今日はお茶ではなく夕飯を一緒に食べることになっていた。

（あんまりお金ないし、大したお店に連れていけないんだけど、大丈夫かな）

　不安になりながら口を開きかけた真由に、千尋が笑みを向ける。

「もし、まだ決まっていないようなら、私の行きつけの店でどうですか？」

「は、はい。それで大丈夫です」

「良かった。では、行きましょうか」

　そうして千尋に導かれるまま、真由がやってきたのは……。

（ホテルのスイートルーム!?）

　予想外の場所に、真由は目を見張った。だが自分のいる場所は間違いなくよつばグランドホテルのスイートルームだ。

　ホテルの中にあるレストランかと思っていた真由はさすがに戸惑い、部屋の入り口に立ち尽くしたまま、動けなくなってしまう。そんな真由に向かって、千尋は表情を変えず、手を差し向けた。

「どうぞ、中に入ってください」

「で、でも……」

　真由がなにをためらっているのかわかったのか、千尋は「大丈夫ですよ」と言いながら真由の元に戻ってきた。

「お金のことなら気にしなくていいですよ。元々、私が個人的に予約していた部屋ですから。部屋の代金まで払え、なんてことは言いません」

　個人的にスイートルームを予約するなんて、千尋は一体何者なんだろう？

　また千尋に対する興味が真由の中に湧き上がるが、それをぐっと抑えて……ならば、と一歩踏み出した。それに満足げに頷いて、千尋が先に部屋の中へ入っていった。

　廊下の先にあるドアを開けると、その部屋には大きなテレビやソファ、テーブルが置かれていた。更にミニバーも存在し、真由には手も出せないようなお酒がずらりと並んでいる。しかしベッドがない。

　一体どこで寝るんだろう、と部屋を見渡すと、少し開いた扉の向こうに目的のベッドが見えた。

（私が住んでいる部屋より広い……！）

　初めて足を踏み入れたスイートルームの存在感に、すっかり圧倒されてしまう。だが千尋は慣れた様子でソファに座り、向かいへ座るよう促した。

　真由がソファに座ると、タイミングよく部屋の甲高いインターホンが鳴り響く。まだ落ち着かない真由は驚くが、千尋は、待っていましたと言うような表情でドアの方へと向かった。そうしてしばらくすると、ワゴンを押すホテルマンを連れて戻ってきた。ワゴンの上には、立派な料理が並んでいる。

　状況についていけない真由が呆然としている前に、その料理が次々とテーブルに並んでいった。脇にはワインクーラーが置かれ、そこには二本のワインボトルが。

「なにかご入用の際は、お申し付けください」

　そう言うと、ホテルマンは深々と頭を下げて去っていった。それを見送ってから、千尋は一本のワインを掴み上げ、コルク栓を開けようとそばに置いてあったワインオープナーを手に取る。飲む気満々らしく、今までで一番楽しそうな顔をしていた。

「あ、あの！　待ってください」

　そこでやっと真由は声を発することが出来た。声音から、うろたえているのが充分伝わる。だが千尋はそんなこと気にした様子もなく、オープナーを準備するかたわらに真由を見た。

「どうかしましたか？」

　あくまでも優しい声。そんな穏やかな口調で言われてしまったら、一瞬、「なんでもありません」と言いたくなってしまう。だがその気持ちをぐっと堪えて、体を前へと突き出した。

「私、さすがに……」

　こんな高そうな料理のお金は払えない……そう言う前に、千尋が左手を突き出した。まるで、静かに、と言うかのように手のひらを真由の方へ向けている。なんだろうと目を丸くしていると、千尋は緩く首を振った。

　その間も、オープナーを使って、コルク栓を開けていた。赤ブドウの熟成された香りが、部屋にふんわりと広がっていく。

「この料理は、私から初瀬さんへのプレゼントです」

「え……」

「私はレンタルとは言え、彼氏ですよ。恋人に喜んでほしいと思うのは、当然でしょう」

　当然……その一言に、衝撃を受けた。驚きのあまり、固まってしまう。

「確かに、デート中にかかる費用は移動費から食事代を含め、すべてレンタルした方にかかります。けど、私は……せっかく私をレンタルしてくれたんですから、私に出来る最大級のおもてなしをしてあげたい、と思うんですよ」

　そうして千尋が微笑むので、真由はすっかりその笑顔から目が離せなくなってしまう。そんな真由の前に、赤ワインを注いだグラスを差し出した。濃い紫色の液体が、真由の眼前で軽く揺れる。

　レンタル彼氏なんて、もっと事務的なものだと思っていた。所詮は仕事。相手はただ淡々と、少女漫画みたいなパターン化された対応をするだけなんだろう、と。

　そう思っていた真由は、千尋の考えを聞いて申し訳なさを感じた。所詮レンタル。所詮仕事だなんて、とんでもない。少なくとも千尋は、仕事であっても仕事だと感じさせないのだ。なら……。

　今だけは、レンタル彼氏だなんて思うのはやめよう。本物の彼氏なんだと思うことにした。

「さあ、乾杯しましょう」

　真由は頷き、グラスを持つと相手にそっと傾けた。

「乾杯」

　真由が先に言うと、千尋も嬉しそうな顔でグラスを持ち上げ、乾杯してくれた。涼やかなグラスの音が、部屋の中に響く。

　食事は、ホテル内に店舗を構えるフレンチレストランの食事らしく、上品な味で、真由の舌を楽しませた。食べ慣れない料理で最初こそ戸惑った真由だったが、ふたりきりの部屋ということもあって、マナーに気を使わない分、食事に集中することが出来た。

「遠慮しないで飲んでくださいね」

　お酒に弱い真由だが、千尋が選んだワインは飲みやすく、口当たりも軽やか。食事にも合うので、スルスル飲んでしまえた。

（ご飯って、こんなに楽しんで食べられるのね）

　最近は仕事の忙しさや上司のイジメ、同僚からのセクハラなど嫌気の差すことが重なって、食事をまともに取ってこなかった。そのせいか、千尋との食事で、真由は心にあたたかいものを感じた。

「この魚のムニエル、美味しいですね。なんの魚でしょう……？」

「これはタチウオですよ。四国や九州などでよく獲れるんです」

「そうなんですね」

「タテになって泳ぐ姿から、タチウオと呼ばれるようになったんです。こんな風にね」

　言いながら、タチウオの泳ぎ方を手で真似る。そんな千尋の姿に、真由は声を立てて笑った。

　優しいだけじゃない千尋の姿に、二時間を超える頃には、真由はすっかり本当の彼氏と食事をしているような錯覚を覚えた。

（こんなに楽しい気持ちになるなんて……レンタルして、よかったかも）

　楽しい気持ちのまま、タチウオのムニエルを口に運ぶ。アンチョビソースの塩気が蛋白なムニエルに合っていて、一層ワインが進んだ。

「……よかった」

　ふいに千尋が呟いたので、真由は聞き間違えかと顔を上げる。すると目の前で、嬉しそうに微笑んでいた。誰が見ても、心の底から喜んでいるその顔に、真由の胸がドキン、と一拍高鳴る。

「最初に会った時、初瀬さん、緊張しているみたいだったので……でも、やっと笑ってくれた」

　千尋の言葉が、真由の心臓を甘いもので締めつける。同時に、目頭に熱いものが滲んだ。だがそれを見られないよう、慌ててうつむく。

　自分を想って、自分を心配してくれる人がいる。それだけのことが、今の真由には嬉しかったのだ。

　それがたとえ、自分がレンタルした人だとしても。

　千尋に見えないよう、手の甲で涙を拭い……そっと顔を上げた。

「気を遣わせてしまって、ごめんなさい」

「いいえ。レンタルは初めてだって聞きましたから、緊張するのは当然ですよ」

「でも、八島さん優しいし、話も面白いから、もう大丈夫です」

　それから、グラスに残っていたワインを一気に呷って……。

「今日は目一杯楽しんじゃいます！」

　すっかりいつもの真由に戻って、ガッツポーズをしている。その姿に千尋も安心したみたいで、「そうですね」と同意しながら彼もまた、ワインを飲み干した。

　それからは真由が主体で、主に仕事の愚痴を話す真由を、千尋がワインを飲みながら聞く、という流れになった。

　レオナも愚痴を聞いてはくれるが、同じ職場なので当然同じ苛立ちを感じている。そんな同僚相手に自分ばかりが愚痴をこぼしていては、申し訳ない気がするのだ。だから愚痴を言う時は、最小限に留めている。

　その点、千尋は無関係の人。しかも黙って話を聞いてくれるし、嫌な顔ひとつしない。しかも聞いた後は、きちんとアドバイスをしてくれた。

「上司は、初瀬さんが有能だから余計腹が立つんだろうね」

「そんな……！　じゃあ、私どうすればいいんでしょう……」

「わかっていても、上司にアドバイスをもらうといいかもしれませんね。その上できちんと仕事をこなして、あなたのおかげです、と感謝を伝える。そうすれば、上司の顔を立てられますよ」

　千尋の言うことはどれも理に適っていて、真由はそれを聞く度に、心の中でスッキリしていくのを感じた。おかげで、酒を飲む手も止まらなくなる。

　だから気づかなかったのだ。自分が酒に弱く、すぐ酔ってしまうことを。

「なんか、ちょっと熱くなってきたかも……ふぅ……」

　顔を真っ赤にしながら、どこか艶めいた声で息を吐き出し、自らブラウスのボタンを外し始めた。普段の真由なら、絶対にしないことだ。しかし真由は下着が見えるのも厭わず、胸元のボタンをすべて外してしまう。

　さすがに千尋も真由が酔っていると気づき、食事をする手を止めて、顔を覗き込んできた。千顔が間近に迫っても、酔ったせいか、へらへらと笑うばかり。

「酔っていますね？」

「ふふ、酔っていませんよー」

「酔っている人はみんな同じことを言うんですよ」

　千尋は苦笑しながら立ち上がり、真由の席へと移動する。そして――なにも言わずに真由の体を抱え上げた。お姫様のように丁重に、けど大胆に抱えられ、真由は目を点にする。

（なんだか、すごいことをされているような……）

　そんな気もする……だけど、よくわからない。それが今の真由の状態だった。

　酒が回って血流が活性化しているため、体中が火照り、心臓も激しく脈打っている。少し息苦しいのだろう、胸を上下させるように呼吸していた。

「さあ、少し横になりましょうか」

　なにも言わずに頷く真由に、千尋は微笑んだまま部屋を横断した。少し開いたドアを体で押し開け、隣の部屋へ。そこには、キングサイズのベッドが鎮座していた。大きな窓から見える景色は、最上階ということもあって、とても美しい。酔っているせいもあってか、今の真由には、ネオンの輝きが星のように眩しく見えた。

　窓から反対方向にはまた違うドアがある。そこは完全に閉められているので、真由にはどこへ続くドアなのかはわからない。だが、まだ部屋があるのか、とふわふわしながらも「さすがスイート」と感動していた。
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　真由の体をベッドに横たえると、千尋はカーテンを閉めてから、改めてそばへ寄った。ベッドの縁に座り、顔を覗き込んでくる。酒ですっかり思考回路が繋がらなくなった真由は、千尋を見るとふにゃり、と力の抜けた笑みを浮かべた。

「水、飲みますか？」

「そう……ですね。飲みたいかも」

　頷いた千尋は先程の部屋に戻り、すぐにグラスに注いだ水を持ってきてくれた。だがグラスを渡さず、自分で水を飲んでしまう。そして……。

「ぇ……？」

　真由の体を少しだけ起こしたかと思ったら、唇を押し当てた。なんの前触れもなく。

「ん……っ」

　千尋の口から、真由の口へと伝わる水。それを、意味がわからないまま飲んでいく。それでも口端から溢れる水は、千尋の指が拭ってくれた。だが、その優しい指先とは裏腹に、真由の口を塞ぐキスは熱い。いや、それは酒に酔っているせい、かもしれないが。

　真由がすべて水を飲み終わっても、千尋は唇を離そうとしない。それどころか、更に深く口づけてきた。

（なんで、キスされているんだっけ？　えっと……なんで、だったかな。わからない。けど……ふわふわして、気持ちいい……）

　いきなりのキスでさすがに戸惑い、わずかに首を振って抵抗する。

　だが呼吸を塞がれたことでより一層酔いが回り、思考が乱れてしまう。そうすると、一層現状の把握が出来なくなり……真由は、千尋の与えるキスの快感に溺れていった。

「んっ、んっ……ん、ぅ……ふぁ」

　ついばむように何度も唇が重なり、千尋の舌が真由の口内にねじ込まれた。水を飲むために開いていたので、その行為はいともたやすく行われる。

　ぬるりとした温かな感触に口腔を撫でられ、真由の体が震えた。それに気を良くしたのか、千尋の舌は我が物顔で口蓋をなぞっていく。そして最後は――柔らかな舌の上を這っていった。

　そうして千尋からの艶かしい口づけを受け続けるせいで、思考は更に乱れ……唇が離れる頃には、なにも考えられなくなっていた。定まらない視点、ぼんやりとした瞳。

　千尋の手が伸びると、思考が上手く繋がらないせいで、真由は簡単に服を脱がされてしまう。ゆっくりと、まるで宝箱を開けるかのような手つきで。

　一枚、また一枚と床に落ちていき、真由の柔らかく白い肌が、晒されていく。

「初瀬さんの肌は、とても綺麗ですね」

「そ、ですか？」

「ええ。とっても綺麗で……触れたくなる」

　下着姿になった真由の腹付近を、千尋の指先がなぞる。久しぶりに他人から触れられたからか、真由は大げさなくらい大きく体を震わせた。

　指は腹から胸にかけて、吸い付くようなその肌の上を滑っていく。その間も真由の口から、あやふやな嬌声がこぼれた。

　指をブラジャーにかけ、抱きすくめるように左手を後ろに回した。パチン、という音が聞こえ、あっさり下着を脱がされる。だが、今の真由にはそれがどういう意味なのか理解出来ない。

「こっちも綺麗な桜色だ」

　千尋は眼前に晒された乳房を、両手でそっと包み込んだ。柔く揉むと、真由の体がぴくりと反応する。その動きと同時に、胸の膨らみを飾る薄赤色の突起が主張し始めた。

　まるで触れてくれと言わんばかりのそれに、千尋が唇だけで挟み込んだ。そのまま、ちゅくっ、と音を立てて吸う。

「んんっ！　はっ、ぁ……な、にを……はっ、ぅ」

　与えられる刺激に、真由の口から甘い吐息がひっきりなしにこぼれた。それを聞きながら、千尋は更に淫らに触れてくる。突起を咥えたまま舌を伸ばし、こねくり回すと同時に舌上で弄ぶ。

　真由は堪らず上半身を捻り、シーツをぎゅっと握りしめた。全身の火照りが、次第に下腹部へと集中していく。

「あっ……や……んっ、んっ……はっ、く……ぅん」

　身悶え、喘ぐ真由を満足げに見つめながら、千尋の舌が尚も突起をこねくり回す。唾液のおかげで濡れそぼったそこは、先程よりもずっといやらしく、固く尖っていた。それを甘噛みすると、真由は耐えきれないとばかりに背中を反らし、甲高い声を上げる。

　真由の中にせり上がる、甘い疼き。それは真由の中に眠っていた女を呼び起こした。酔いもあってか、真由は自然と両足を広げてしまう。それに気づいた千尋の右手が、最後の布であったショーツを脱がしていく。

「もう湿っているみたいですね。初瀬さんは、感じやすいのかな」

　喉の奥で笑いながら、千尋は人差し指をそっと茂みに伸ばした。

「ほら、もうヌルヌルですよ」

「や、ぁ……っ」

　千尋の低く艶のある声に、その指が与える刺激に、真由の体から力が抜けていく。

　秘裂を撫でる指は男らしく、太くてゴツゴツとしているのに、とてもなめらかな肌触りだった。その指に膣孔から溢れる蜜が絡み、動かす度、グチュッという卑猥な水音が響く。

　千尋は同時に、左手で乳房を刺激し始めた。先程の愛撫ですっかり敏感になったそこは、少し触れるだけでも真由の疼きを高める。

　蒸気した肌にうっすらと汗が滲み、女性特有の香りが上った。そうと知らずに真由が首を振るものだから、うなじからより一層匂い立つ。

「ん……ふ、ぁ……んぅ、っ」

　蜜口から溢れるぬめりを指ですくい、それを熟れた淫唇の奥……花芯へと塗りたくった。包皮に隠れたそこは千尋が少し爪でひっかくだけで、ムクムクと顔を出す。それを煽るように、千尋の指が執拗に刺激を与えた。

「あっ、アッ！　んっ……ふっくぅぅ」

　淫らに与えられる快感で、より一層、なにも考えられなくなってしまう。それほどまでに、千尋が与える快楽に魅了されていた。

　鋭敏なそこは愛液で濡らされたおかげで一層感じやすくなり、少し指をずらすだけでも体を震わせてしまう。その動きに合わせ、指の腹が花芯を執拗にいじり回していった。

　ますます奥から蜜が溢れ出し、シーツを濡らしていく。しかし、花芯への刺激が強すぎて、真由はそれに気を取られる暇もない。

　ぬちゃり、と音を立てて一度指を離したが、今度は親指と人差し指で花芽をつまむ。そのままグリグリとこねくり回され、目の前がチカチカと明滅した。

「んっ、く……アァッ！　ひっ、ん……ンッ……や、しまさ……」

「千尋。今は、そう呼んでください」

「ち、ひろさん？」

「そうです。私も今だけは……真由、と」

　鼓膜を震わせる甘い声音に名を呼ばれただけで、真由の体はまた震えた。その動きに合わせ、千尋の指が乳首をこねくり回す。下腹部への刺激と合わせて、真由を快感の波に包み込んでいった。

　花芯を弄っていた指がすっと離れたかと思ったら、また淫唇へと這ってきた。だが先程よりも濡れそぼっているため、少しなぞるだけで秘裂に指先が入り込んでしまう。すると、卑猥な水音が真由の耳に届いた。

「もう挿れられたくて堪らない、という具合ですよ」

「あっ、あっ……」

「私も、今すぐ真由の熱く熟れた中に挿はいりたい……きっとグチュグチュで、気持ちいいんでしょうね」

　楽しそうに笑いながら、真由の額に自分の額を重ねた。その間も、人差し指一本で真由の媚肉を押し広げていく。蜜液が更に溢れ、ぽっかりと開いた孔から滴り落ちる。それはシーツだけでなく、千尋の指も汚していった。

「ん、ぁ……はふ、はっ、ぁ……」

　瞳を潤ませながら、真由は千尋のジャケットをぎゅっと握りしめた。その顔は、酒のせいか、それとも千尋から受けた愛撫のせいか、すっかり蕩けた表情をしている。その姿に微笑み、開いた唇へ口づけを落とした。

「真由……いいですか？」

　問いかけに、なにがいいのかもわからないまま、真由は頷いてしまう。すると千尋のキスが今度は額に落ちてきた。

「さあ、体を楽にして」

　言いながら、千尋は皺ひとつないジャケットを、スラックスを、下着を、乱暴に床へ投げ捨てていく。そうしてシャツ一枚を羽織った状態になると、ベッド脇の棚から小さな四角い袋を取り出した。ピリッと音を立てて開けると、そこから薄いピンク色のゴムが出てくる。

　己の肉棒にそのゴムを装着していると、真由はなにか嫌な気配を察したのか。それとも本能なのか。ぼんやりした目のまま背を向け、四つん這いの状態でベッドを這っていった。

　しかし、千尋はあっさり右手を掴むと、強引に自分の方へと引き寄せた。手を掴まれてしまい、力も入らない真由が、その檻から抜け出せるはずがない。

　その体勢のまま、真由の柔らかな双丘に左手を添えた。そのままグニッと広げられると、反射的に真由は体を硬直させる。その隙に、千尋の熱い欲望の塊が、しとどに濡れた膣孔に触れた。

「力を抜いて……」

　囁きながら、己の凶器を慎重に媚肉へと差し込む。千尋の愛撫で充分に濡れていた膣孔は、まるで受け入れるように、千尋の形に広がっていった。

　彼氏も恋愛もご無沙汰だった真由だ。当然性行為も久しく経験していない。しかし千尋から受けた快感が真由を興奮させているため、柔らかな襞肉は広がり、肉棒を包み込む。

　根本までしっかり中へ収めてから、掴んだままの手を引いた。真由は胸を逸らすような格好で、上半身を起こし、顔だけ千尋の方へ向くことになった。その顔を、ぐっと覗き込む。

　久しぶりの感触にまだ体は慣れていないようだが、真由の表情は蕩けきっている。半開きになった口からは、小さな嬌声が溢れていた。その唇に、千尋の唇が重なる。

「ん……っ、あ……は、ぁ……ふぅ……」

　ついばむように何度も口づけられ、真由の瞳はすっかり熱を帯びた。それが興奮を湛えた目だということを、千尋はよく知っている。だからこそ、口元に笑みを浮かべた。

「動いてもいいかな？」

　問いに、真由はわからないまま頷く。すると千尋は腰を引いて肉棒を抜き……またすぐに押し込んだ。そうしてゆっくりと抽送を開始すると、繋がった箇所から、ヌチュッという水音が聞こえてきた。

　快感を得るための動きで、膣襞が震える。それがより一層、千尋の欲望に火をつけた。

「ンあ……はっ、あぁっ！　はげ、し……っあ！」

　真由もまた、千尋の固く反り返った肉棒に何度も襞を抉られ、快感に悶えた。

　脈打つ男根が雁首まで引き抜かれ……また一気に根本まで戻ってくる。そうして最奥まで突かれると、背中を逸らした。

　真由が快感に酔っている隙に、千尋の指が足の付け根を撫でるように滑り込んだ。その指が花芯に触れているだけで、腰の動きに合わせて擦られることになる。膣襞と花芽、両方の与えられる刺激は更なる快感を生み、真由は堪らず咽頭を震わせた。膣孔からも、また愛液が中から滲んでくる。

「真由の中……想像よりずっと気持ちよくて……っ、腰が止まらない……！」

　言葉通り、千尋は容赦なく真由の中を攻め立てていく。だが真由もその激しさに反応していた。擦り上げられる度に襞は脈打ち、千尋の雄を刺激する。

「あっ、ん……深い、の……っ、気持ちい……なん、で……？」

　久しぶりだから、にしては真由は感じすぎていた。

　片手で数えるほどだが、真由には過去、付き合った男性と性交渉の経験があった。だが初めてから今まで、真由は痛みを感じたことはあっても、気持ちよさを感じたことはない。最初に自分できちんと濡らして挑んでも、痛みはなくとも快感は得られなかった。

　おかげで真由は性交渉を敬遠するようになってしまったのだ。

　なのに今、千尋に繰り返し最奥まで突き上げられながら、真由は感じたことのない快感に溺れていた。

「んっ、ァ……千尋さん、ので……奥、広がって……ひっ、ぁぁ！」

　亀頭で子宮口を広げられることすら真由には気持ち良さへとなっているらしく、千尋の与えるすべてに嬌声を上げた。千尋も、しとやかそうな真由の想像もしなかった淫らな姿に興奮し、体を激しく揺さぶる。ベッドのスプリングが軋み、二人が繋がる水音と共に、部屋へ響く。

「真由は男を煽るのが上手だ。そんな風に言われると、我慢出来なくなってしまうよ」

　千尋は最初の敬語がすっかり消え、素に戻っているようだった。

　抽送を繰り返しながら、下肢をいじり回していた手を、今度は胸元へ伸ばす。ピストンで震えるマシュマロのような乳房を包み込み、指を食い込ませた。すると指の側面が、突起と擦れ、真由は淫らな声を上げてしまう。

「そんな、わからな……はぁぁんっ」

「それが、煽っているんだよ」

　千尋は低く掠れた声で囁き、子宮の中へ亀頭をねじ込むように奥を抉った。すると真由の全身を、甘い痺れが駆け巡る。ゾクゾクするほどの快感に背中を仰け反らせ、シーツを強く握りしめた。

　何度しても飽きない、とばかりに千尋の肉棒が真由の媚肉を撫でていく。そうして膣孔を穿たれた真由の視界が、チカチカと点滅した。

「あっあああっ……ん、くぅ……はぁっ、はぁぁ……あ、はぅ」

　真由の内ももがガクガクと震えだし、膣壁がきゅうっと強く締まってきた。その感触に千尋は小さく呻き、眉間に皺を寄せる。

　抽送が激しさを増すと、快楽で膣襞が激しくうねった。まるで本能が、肉棒を更に奥へと促すように。それは熱い疼きとなって、真由を高みへと連れていく。

「だ、めぇ……はげし、すぎて……も、たな……んんぅ」

　蜜壺を激しくかき回され、泡だった愛液が繋がった箇所から太ももを伝って、シーツに垂れていく。

「すまない……でも、僕も我慢が……っ……」

　千尋も、レンタル彼氏だということをすっかり忘れているらしい。一人称さえ元に戻ってしまい、ただ貪欲に真由の柔らかな媚肉を味わう。千尋から与えられる律動は真由の頭を更に溶かし、乱した。

　千尋はまだ足りないとばかりに腰を打ちつけ、グチュグチュという卑猥な音を立てた。お互いの荒々しい息が、一層淫らに部屋を満たす。

「真由の中……っ、堪らないよ。もっと感じさせてくれ……っああ」

　今までの紳士然としていた千尋とは違う。今、真由を抱いて額に汗を浮かべる千尋は雄の顔をしていた。それが真由の興奮を高める。

「千尋、さ……千尋さんっ……ぁっ、あっ、ああっ」

　あられもない声を上げ、真由もまた、千尋を求めるように腰をくねらせた。

　快感が全身を駆け巡り、真由はシーツを強く掴んだ。熱が下肢から湧き上がり、心臓さえ燃え上がらせる。敏感な膣襞が、限界を伝えるように小刻みに震えた。

　それを知って、千尋は追い上げるように真由の膣孔を猛った男根でグリグリと押し回し……深くまで、欲望を突き立てる。その瞬間、真由の視界はフラッシュする。同時に千尋の熱も、真由の中へと噴き出した。

「あぁぁぁっ」

　一際甲高い嬌声を上げると、共に真由の全身がガクガクと激しく震えた。

　一方千尋も、己の欲望をゴムの中とはいえ真由に挿入したまま迸らせた。その快感に身を震わせながら、組み敷いた真由を見つめる。

「気持ちよかったですよ……初瀬さん」

　そうして頬に口づけた千尋は、そのまま真由を抱きしめるようにベッドへ横になり、目を閉じてしまう。真由もまた激しい行為にぐったりと両手足を投げ出し、まつげを伏せるように目を閉じた。乱れたシーツも、部屋を満たす淫靡な空気も、今の真由には気にする余裕がなかったから……。










　太陽の光にまぶたを刺激され、真由は小さく呻いて身動ぎした。すると、指になにか温かなものが触れる。犬や猫はマンションの契約上飼えないし、飼ってもいない。

　なら、この温もりは一体なに？

　気になると眠気が飛んだようで、その目を開ける。

　眼前にいたのは、太陽の光を受けた裸の千尋。彼は真由の体に手を回したまま、気持ち良さそうに寝入っていた。セットしていたであろう前髪は、昨夜の名残でぐしゃり、と乱れている。

　しかし真由は、この状況が理解出来ずに目を丸くした。ぽかんと口を開けたまま、何度も瞬きを繰り返す。

（どうして私、八島さんと裸で……しかもベッドで寝ているの？　昨日、なにがあったっけ？）

　恥ずかしい思いを必死に抑え、昨日の出来事を思い出そうと目を閉じる。

（カフェで八島さんと会って、少しお茶して……このホテルへ連れてこられて、一緒に食事をしたのよね。それで……そうだ。私、ワインを飲んじゃって……）

　飲めないわけではないが、すぐに酔ってしまう真由。その昔、二十歳の記念に、と大学のサークル仲間と飲んだ際、酔っ払って記憶をなくした挙句、その間同じ居酒屋にいた知らない人にお説教をしたらしい。後で仲間達に聞いて、真由は目の前が真っ暗になったのを覚えている。

　それ以来、外では飲まないようにと気をつけていたのだが……。

　あの日は千尋の穏やかな雰囲気にすっかり気を許してしまい、注がれるまま、ワインを喉へ流し込んだ。その結果が――あれだ。

（そうだ！　八島さんがいきなりキ……キ、キスしたんだ！）

　今日は記憶が飛ばなかったらしい。寝てしまう寸前の出来事もすべて思い出した真由の顔は、酔った時のように赤く染まっていった。だが、その胸はときめき……でなく、怒りを覚えた。

（なんで初めて会った、しかもレンタルした男の人に、こんなことされなきゃいけないのよ！）

　いまだにスヤスヤと眠りこけている千尋を睨みつけ、眉を吊り上げた。

「ちょっと！　八島さん！」

　声を荒げる真由。そのボリュームが鼓膜に響いたようで、千尋は眉根を寄せながら、うっすらと目を開ける。

「な、に……？」

　寝起きがいい方らしく、目を開けた瞬間真由の怒りが伝わったようだ。まだ少し眠そうにしながらも、一体どうして怒っているのか、と尋ねる。

「どういうことですか!?」

　しかし怒り心頭の真由は、主語もないまま怒りをぶつける。それを指摘することなく、千尋は上半身を起こしながらもう一度「どういうこと？」と問いかけた。怒りを煽ることはせず、あくまでも優しく。

「だから、どうしてこんな……キ、キスとかしたんですか!?」

　別に初めてを奪われたわけではない。それでも、するつもりもなかった相手と体を重ねるなんてことは、真由の中ではありえないことだった。

　怒りに満ちた問いかけに、ますます千尋は混乱したようだ。意味がわからない、と言いたげに首を傾げる。眉間には更に深く皺が刻まれた。

「どうしてもなにも、初瀬さんがそう申し込みを……」

「はあ？」

　苛立ちは、とうとう声に出てしまう。

「私、そんな申し込みしていません！」

　言い切る真由に、今度は千尋が「はあ？」と、苛立ちを含んだ声を上げた。

「いやいや、僕は吾妻さんに言われたんだよ。初瀬さんは、恋人エッチで申し込んだって」

　そんなこと、初耳だ。

「私は、夜の食事デートで申し込んだわよ！　そっちが勘違いしているんじゃないの？」

「僕が契約を間違うはずがないだろう！　そっちこそ、今更お金を払うのが惜しくなったんじゃないのか？」

「そんなことないわよ！　私は絶対そんなプラン申し込まない！」

　申し込んだ、申し込まないでお互い平行線。怒りが部屋中に満ち、どちらかが言葉を発する度にギスギスとした空気に包まれていく。

　昨日の甘い時間が、まるで嘘のような雰囲気だ。

　こんな言い合いは無駄だというのはわかっていた。だが真由は、どんなに考えても、申し込んだ覚えがない。なのにここで折れたら、まるで自分がエッチなことを求めていたみたいに思えて……それだけは、阻止したかった。

「……わかった」

　先に折れたのは、千尋の方だった。だが、真由の言い分をすべて受け入れるわけではない。

「事務所へ行きましょう。そこで契約内容を確認すれば、どっちが間違えているのかわかります。どうですか？」

　怒りを鎮めた千尋の口調は、最初に会った時の敬語に戻っていた。それが、真由の頭も冷静にさせる。

「そう、ですね……ここで言い合いをしていても、答えは出ませんよね。わかりました、今から行きましょう」

　真由が頷いたことで、千尋はほっと安堵の息を吐き出した。

　それからふたりはシャワーを浴び、着替えてからホテルを出てタクシーへ乗り込んだ。その間、ふたりは一言も会話を交わしていない。

　事務所はよつば市の隣にある、ひいらぎ市の駅近くにある。五階建ての小さなビルだが、新しく建てられたらしく、内装はとても綺麗だった。イケメンレンタルの事務所は、ビルの最上階に入っている。

　レンタル彼氏達は、普段から事務所にいるわけではない。事務所には経理の女性と、レンタル彼氏管理担当の男性が五人。ネット、電話を含めた顧客応対担当が男女合わせて六人。そして、イケメンレンタルを立ち上げた社長の吾妻が常駐していた。

「お疲れ様です」

　千尋は事務所の人間に挨拶をしながら、真由を後ろに連れて吾妻が座る席へと向かった。千尋の声に顔を上げると、吾妻は呼んでいた新聞を折りたたんで、デスクの上へ放り投げる。

「どうした？　千尋」

　千尋よりも更に年齢の高い吾妻はほとんど白髪の髪を掻き上げながら、気安い口調で千尋の名を呼んだ。

「まさか、とうとうお前も結婚か？」

「そういう相手がいればいいんですけどね」

「なんだ、違うのか。つまらんな。なら、その後ろの美人さんは一体なんだ？」

　吾妻が言っているのが自分だと理解するのに、真由は少し時間を要した。そして自分だとわかった瞬間、当たり前のように褒められたことに戸惑ってしまう。

　しかし千尋は気にせず、真由を吾妻から見えるように体を動かした。

「私の昨日のお客様、初瀬真由さんです。その……昨日の契約のことで少し揉めてしまっているんですよ」

　困った顔をして話す千尋。吾妻は眉ひとつ動かさず、その話を黙って聞いていた。状況が状況なだけに、恥ずかしくて居た堪れない気持ちなのだろう。真由は終始黙ったまま、俯き気味になって立ち尽くしている。

「なので、初瀬さんの申し込みを確認してもらえませんか？」

「お願いします」

　しかし、最後は真由も頭を下げた。

　千尋の勘違いか、自分が本当に申し込んだのか。どちらにしても、相手の時間を割いてもらうのだ。頭を下げるの礼儀だろう。それが、真由の信条だ。

　ふたりを見比べ、吾妻は「わかった」とだけ口にし、マウスを操作してパソコンを中にあるデータを引っ張り出した。

　客のデータは常にパソコンで保存しており、その情報はパスワードを入力しないと見られないようになっている。そして、そのパスワードを知っているのは、吾妻だけ。

「初瀬……初瀬……ああ、あったぞ」

　吾妻が次になんと言うのか……固唾を呑んで見守る。

「確かに……恋人エッチで申し込み、になっているな」

　その一言で、真由の怒りがまたぶり返した。血が沸騰するような思いを抱えながら、拳を握りしめる。

「そんなことありません！　私、お茶だけのつもりで申し込みました！」

「いいえ。確かにこちらの記録では、最上ランクの恋人エッチ、ですよ」

　冷静な声で「エッチ」だとか言われると、余計恥ずかしくて堪らない。その羞恥心と相まって、怒りがフツフツと湧き上がる。

「そんなバカな……私、夜のデートでお願いしたはずです」

　そんな真由に視線もくれず、千尋はため息をついた。

「初瀬さん、諦めが悪いですね」

「大体、本当に抱くなんて……」

「それが希望なら、どんなことでも引き受けますよ。……仕事ですからね」

　淡々と言い切る千尋の態度に、真由は食ってかかりそうな顔で口を開く。それに割って入るように、吾妻が真由の名前を呼んだ。

「初瀬さん。私がお送りした、レンタル相手のプロフィールメールを確認してください。そこに、あなたが申し込みをした情報が載っていますから」

　すぐにスマホを取り出し、メールを確認する。すると本文には、確かに吾妻や千尋が言ったような申し込み内容で書かれていた。これは、きちんと本文を読まなかった真由が悪い。

　だが、やっぱり納得がいかない。自分は確かに、お茶だけとレオナに伝えたのだから。

「初瀬様は……香取様からのご紹介でしたね」

「はい、そうです。それで、レオナが申し込みもしてくれて……」

　自分で言いながら、真由は次第に嫌な予感を抱いた。

　真由は申込画面をまったく見ていない。料金表や男性の写真は見たものの、後はヤケ食いをしていただけ。その間に、レオナがすべてやってくれた。だから真由は疑わなかった。まさかレオナが、勝手に申し込みを変えていたなんて。

「私……」

　ふらつく足になんとか力を込め、必死に立つ。そんな真由を、千尋が無表情に見つめていた。泣きそうな気持ちが湧き上がり、目頭がじわりと熱くなっていく。それを隠すように、勢いよく頭を下げた。

「ごめんなさい！」

　威勢のいい声に、事務所で働く人々は驚いてそちらに視線を向ける。最近の真由は、よく人に見られている。だが今は、そんなことを気にする場合ではなかった。

「思い込みで、ろくに確認もせずに八島さんを非難して……本当にごめんなさい！　あの、お金もちゃんと支払うので……」

　慌ててバッグから取り出そうとした財布が、手から滑り床に落ちてしまう。それだけで一層悲しくなってしまい、真由はきゅっと下唇を噛んだ。

　淡い黄色の折りたたみ財布……それを拾い上げたのは、千尋だった。

　千尋は財布についた汚れを軽く手で払うと、真由へそっと差し出す。

「確かに確認を怠ったのは、あなたのミス。ですが……そんなに自分を責めないでくださいね」

　それは、出会ったばかりの時のとても穏やかな声で……真由が顔を上げると、そこには微笑みが浮かんでいた。

（私の間抜けさを笑っているんだ！）

　真由はひったくるように千尋から財布を受け取ると、お金を支払い……ほとんど逃げるような勢いで事務所を飛び出す。そのまま振り返ることも、昨日のことにお礼を言う余裕もなかった。

（もう！　本当に最悪だよ！）

　帰りの電車の中で、真由は何度目かの苛立ちを抱えながら、ため息をついた。勝手なことをしたレオナにも、酒の勢いで簡単に抱く千尋にも腹が立っているが、一番は自分自身に、だ。

　メールにきちんと申し込み内容が書いてあったにも関わらず、それを確認しなかった自分の不手際に、真由は一番腹を立てていた。

　仕事では、赤城がうるさいこともあり、チェックを怠らないようにしている。私生活でも、家の契約書などは二度、三度読み返す癖をつけていた。

　それなのに！

　よりにもよって、こんなタイミングで確認を怠ってしまった！　そのせいで、好きでもない男に体を預けてしまった！

（そりゃあ、確かに八島さんと……した間は、気持ちよかったし、嫌なこと全部忘れられたけど……）

　でも、そういうことじゃない！　と自分自身を叱責し、何度目かのため息をついた。










　あれから三日経ち、真由は職場のデスクでまた苛立ちを抱えていた。その姿を見て、隣のレオナがクックッと喉を震わせるように笑う。苛立ちを抑えもせずに、真由は隣をじろり、と睨みつけた。だがレオナは肩を竦めるだけで、態度を改めない。

　自分の仕事をこなすため、淡々とキーボードを打つレオナ。その指先を、ピンク色のジェルネイルが彩っていた。

「残業確定おめでとう」

　パソコンに視線を向けたまま、からかう口調で話すレオナ。真由はため息をつきながら「どうも」と吐き捨てるように言葉を返した。

「赤城さん、本当に真由が嫌いみたいね。その仕事、今日中にこなすようなものじゃないでしょ」

「だよねえ……はあ、なんの恨みがあるんだか」

　だが、振られた以上はこなすしかないのが、新入社員である真由の努めだ。

「せっかく気分転換も出来たっていうのにね。可哀想に」

　レオナの言う「気分転換」がなんのことなのかすぐに思い当たった真由は、先程よりも一層険しい顔をして、キーボードを叩き始めた。いつもより強めの打鍵音が、真由の心を現している。

「私は、お茶を飲むだけでいいって言ったのに……なんで勝手にエッチなことする方で申し込むのよ」

「手が勝手に動いちゃったのよ」

　この件で叱られるのは五度目だが、レオナはまったく悪びれていない。だから余計に真由は苛立っているのだが……本気で怒った真由は、レオナとこうして話していない。これはただの八つ当たりだ。

「でも、お茶するよりずっといいでしょ。すっきりしたんじゃない？　イロイロ」

「うるさい」

　怒ってはみたが、実際、週が明けた最初は真由も心持ちすっきりしていた。それが、千尋とのアレコレだとは思いたくない真由。

　憮然とした顔をしていると、事務所に入り口から明るい声が聞こえてきた。

「おつかれ～」

　軽い口調で挨拶しているのは、営業課の周防すおう正彦まさひこだ。外回りから帰ってきたようで、ネクタイを緩めながら女性社員にばかり声をかけている。しかも顔立ちの整った可愛い女子には、肩を組んでいる始末。

「やっぱり疲れた後には、可愛い君の顔を見ないとねー」

「もー、やだぁ。周防さんったら口が上手いんだからぁ」

「いやいや、ホントだって！」

　軽い口調で話しながら、周防は更にべったりと体を寄せてくる。ほとんど抱きしめているのと変わらない。

　あれで女性社員が文句を言わないのは、周防の顔がモデル並に整っているからだ。この会社の部長などが同じことをすれば、すぐさまセクハラで訴えられるだろう。所詮、顔がいいというのは得なのだ。

　だが、もちろん嫌悪を感じる例外もいる。それが真由だ。

「真由ちゃ～ん、おっつ～」

　気安く名前を呼びながら、周防は先程と同じように真由の肩へ手を回しかける。だが、真由はその手をあっさりと払ってしまった。

「お疲れ様です」

　一応の挨拶はするものの、顔さえ合わせない。その態度に周防は顔をしかめるが、諦めたりはしない。むしろこの態度が、周防に火をつけた。

　周防は真由のデスクに手を置いて、いきなり顔を近づけてきた。それに驚いた真由が体を引こうとすると……もう片方の手で肩を抱き寄せてしまう。逃げられない状態にしてしまったのだ。真由はすぐに周防を睨みつけるが、周防は素知らぬ顔。

「真由ちゃんって、いっつも俺に冷たいけどさぁ……それって、俺が好きだからでしょ。今流行っているんだよね？　ツンデレ。素直になれないなんて、真由ちゃんかわい～」

　そしてこれだ。真由は苛立ちを隠そうともせず、顔に出してしまう。すると周防は、笑顔のまま頬を引きつらせた。そんな隣の状況に、レオナは声を殺しながらおかしそうに笑う。

「周防さん、私、忙しいので離してください」

「えぇ～、少しくらいいいでしょ？　真由ちゃんもちょっと休憩しようよ。あ！　俺がコーヒーおごるからさ、そこのカフェでも……」

「結構です」

　きっぱり言い切っても、周防はまったく離れる気配がない。それどころか、聞いてもいないことまでベラベラと喋っている。そんな周防の態度に、真由の中で苛立ちが湧き上がってきた。いっそ殴ろうか、とキーボードから手を離して拳を握りしめる。

「初瀬さん」

　そこへ、背後から真由の名を呼ぶ声が聞こえた。その声は、もう嫌というほど聞いているので、今更誰か、なんてことは振り返らなくても真由にはわかる。わかるが……真由は笑顔で振り返った。

　案の定、背後には上司の赤城あかぎ聡子さとこが、腕を組み、上から見下ろすような目で真由を見ていた。その威圧感に、真由の頬が更に引きつる。この間に周防はさっと真由から離れて、自分の席へ戻ってしまった。

「お疲れ様です、赤城さん。なにかありましたか？」

　なるべくいつも通りを装って声をかけるが、少し上擦っている。

「あなたね、仕事中は私語を慎みなさいっていつも言っているでしょう？　なのにベラベラと……仕事する気あるの？　それに、営業課の人達が戻ってきたら『お疲れ様です』でしょう。『お疲れ様ですぅ～』なんて媚びた声出して……会社は男探しの場じゃないのよ！」

「私、そんなことしていません」

「言い訳するの!?」

「言い訳じゃなく、事実です」

「そうやって文句ばかり言って……口だけは達者なんだから。そんな風に言える暇があるなら、さっさと仕事しなさい！」

　しかし赤城の苛立ちは収まらないらしい。あることないこと、真由がやったことのようにまくし立ててくる。こうなると、もう誰も赤城を止められない。

　おかげで赤城に言いつけられた仕事を進められない。そうなるとまた赤城から「仕事が遅い」と文句を言われる。真由は明日のことを想像してため息をつきたいのを堪えながら、話を聞くしかなかった。






※






　その日の仕事を終えて真由が帰路についたのは、午後九時過ぎだった。

（終電間際じゃなかっただけ、マシかな……）

　そんな風に思うことでなんとか気持ちを落ち着かせ、重い足取りを引きずりながらよつば駅へと向かう。意味のある残業なら真由だって「喜んで！」と意気込む。だが今日の残業は、資料整理。それも、一度整理を終えたものを再度整理するという、まったく意味のないものだった。

　明らかに赤城の嫌がらせである。

（ホント、嫌になる……）

　逃げるなんてしたくない。負けたくなんてない。だけど……そんな真由の強い意思は、徐々に剥がされていた。どんなに踏ん張っても、叩き潰されてしまう。ならば、いっそ……と。

　心が弱くなっていくことに気づいて、その弱さを捨てるように慌てて首を振った。今泣いても始まらないんだから、と軽く頬を叩いて前を向く。

　まずは三年頑張ってみろ、と父や母に言われたのだ。まずはそこまでやってみよう！

　そんな気合いを入れていた目に、同じく駅へ向かう男女が映った。それだけなら、仲のいい恋人か、くらいに思っただろう。だが男の方は、真由の知っている顔だったのだ。

「八島さん……」

　思わず呟いてしまう真由だが、自分自身気づいていないようだ。その目は、ただまっすぐ千尋と、千尋の腕に絡みつく女を見ていた。

　女性は真由と同じか、少し上の年齢に見える。傍から見ると、親子のようだった。だがそれにしては、あまりにべったりしすぎている。

　女性はしきりに千尋を見上げて、なにか熱心に話しかけていた。それを聞きながら、千尋はずっと笑顔で頷いている。その間も、女性は千尋の腕から離れようとはしなかった。

　しかし改札口に到着すると、千尋があっさりと手を引き抜いてしまう。女性はショックを受けたような、寂しそうな顔をして千尋の指を掴もうと手を伸ばした。だが、千尋は笑顔のままそれを押し返す。

　女性は泣きそうな顔で笑い、手を下ろして……それから、千尋に封筒のようなものを渡してから改札を通り、構内へと入っていった。千尋は彼女が見えなくなるまでずっと手を振っていたが……その姿が消えると手を下ろし、振り返って元来た道を戻った。

「あ……」

　その目が、立ち尽くしたままの真由を見つけた。

（しまった！　思わずじっと見ちゃった）

　隠れようか逃げようか、とうろたえる真由。そんな彼女に、千尋も気づいたらしい。まっすぐにこちらへやってきた。

「こんばんは、初瀬さん」

「こ……こんばんは」

　結局逃げられず、居心地が悪いまま挨拶を交わす。

　もう二度と会うこともないと思っていた相手。二度と会いたくないと思っていた相手を前にして、真由はなにを言えばいいかわからず、しどろもどろになってしまう。一方、千尋は特になんの感情も沸かないようで、先程と同じ笑みをその顔に貼り付けたまま。

「仕事帰りですか？」

「ええ、まあ……」

　軽く話してさっさと帰ろう。真由はそう決めてバッグを握る手に力を込めた。

「私もなんですよ」

　だが続く千尋の言葉に、驚いて目を丸くしてしまう。

「でも、さっきの女性は……っ」

　言いかけた言葉を途中で飲み込み、左手で口を塞いだ。だが、もう遅い。

「見られていたんですね」

　千尋は気にした様子もなく、軽く笑い声を立てた。別に追いかけていたわけではないが、申し訳ない気持ちになった真由は、がっくりと肩を落とす。

「すみません……偶然、見ちゃって」

「いいんですよ。あれは、レンタル中でしたから」

　本当に親子か、もしくは彼女だと思っていた真由は、更に驚いてしまう。

「彼女とは、もう五度目のデートなんですよ。どうも私を気に入ってくれているみたいで……ありがたいですよね」

　あんなに仲が良さそうに見えても、実はビジネスだった。あの仲睦まじい空気も、ビジネスだから。それを目の当たりにして、真由はなにも言えなくなる。

（仕事だからって、まるで恋人のように振る舞えるって……そりゃそういう仕事なんだけど、なんかそういうの……嫌だな）

　仕事を否定するつもりはない。だが真由には、どうしても受け入れられないようだった。

　その顔を、千尋がじっと見つめる。ただ見ている、というよりはなにかを気にしている、という具合だ。

「……初瀬さん」

　やがて口を開くと、手を伸ばしてきた。この前のことがあり、真由は反射的に後ろへ下がってしまう。最初は驚いていたが、千尋も逃げられる理由を察したらしい。苦笑しながらその手を下ろした。

「疲れた顔をしていますね」

「え？」

「こんな時間まで仕事、というのも気になる。いろいろ溜まっているんじゃないですか？」

　その言い回しに、真由は「まさか」と更に警戒心をむき出しにしていく。そんな真由に、千尋はあくまでも笑顔のまま。

「愚痴。私でよければ、聞きますよ」

　その一言に……とんでもない勘違いをしていたと気づいた真由の顔が、一気に赤くなっていった。下世話な想像しか出来なかった自分を恥じ、消えたくなる。だが千尋はからかうでもなく、ただ返事を待つだけ。

　真由は軽く咳払いをしてから、千尋に向き直る。だが、視線は向けないまま。

「それは……仕事として、でしょうか？」

　出来る限り冷静を装った真由の声に、千尋が大きく頷いた。

「ええ。依頼ならば、どんなことでもしますよ。愚痴を聞くことも……キスもね」

　それを聞いて、真由はちらりと千尋に目を向ける。千尋はまだ笑顔のままだ。

「……エッチなことは絶対しませんから！」

　言い切った真由に、千尋は「もちろんです」と頷き、ジャケットの内ポケットから依頼書を取り出した。










「十月も中旬になると、やっぱり寒いわねえ」

「うん……」

　レオナのしみじみとした呟きに曖昧な返事をしながら、真由は帰る準備を進めていた。今日の作業はもう終わっているので、急な仕事さえこなければ帰れるのだ。もちろん、急な仕事がきても今日は断る予定だが。

　帰る気満々、という様子の真由を、肘をついて見つめていたレオナが、なにか察したらしい。にやり、と口角を持ち上げた。

「もしかして、これからデート？」

　からかうようなレオナの口調に、真由は大げさに肩を揺らす。そんな態度では、言葉にせずとも「デートです」と認めているようなものだ。だが真由は隠せていると思っているようで、視線を逸した。

「そんな相手、いないわよ」

　真由の態度にレオナはますますおかしそうに、喉で笑う。思わず睨みつけたが、今の真由は帰り支度の方が大事らしい。手だけは動かしていた。

　そこへ、狙いを定めた獣――もとい、上司の赤城がやってきた。腰に手を当て、真由を上から見下すような視線を投げている。機嫌が悪いのは明白で、真由もレオナもそれを察して逃げ腰になる。

「初瀬さん、香取さん。今日は定時退社？」

「え、ええ。そうですけど……」

　レオナも真由の言葉に同意するように頷く。すると、赤城の目が更に細くなった。

「退社出来るってことは、暇ってことよねえ？」

　試すような物言いに、二人は次の言葉を察して顔を見合わせた。

「今からこの書類をまとめてちょうだい。明日の朝一会議までに必要なのよ。もちろん、出来るわよね？」

　そんなの自分でやりなさいよ！

　真由はそう叫びそうになったが……言葉が喉元まで出かかったところで、レオナが立ち上がった。

「わかりました～。それなら、わたしひとりでやっちゃいますね」

　あくまでもふたりで、ではなく自分ひとりでやる、と宣言した。真由は驚きすぎてしまい、開いた口が塞がらない。もちろん赤城も、同じような顔をしていた。

「いや、でもひとりじゃ大変……」

「それくらいなら、ひとりで平気ですよぅ。それとも……わたしひとりじゃ、そんなに心配ですか？　じゃあ、赤城さん手伝ってくれます？」

　グイグイと迫ってくるレオナに、今度は赤城が一歩たじろぐ。その間も、真由はぽかんとするばかり。

　レオナは、自分から望んで仕事をするタイプではない。むしろ、なんとか仕事の量を減らして楽したいと考えている。だから、こんな風に食い気味に仕事をする、なんて言うのはレオナらしくない。だから赤城も戸惑っていた。

　その勢いにも押されてしまう、赤城はとうとう背を向けてしまう。

「ひ、ひとりで出来るならやってちょうだい！　じゃあよろしく！」

　ほとんど逃げるように去っていった赤城に、レオナはニコニコと笑いながら手を振った。

「ひとりで残業なんて、いいの？　私も手伝うわよ」

　声をかける真由に、レオナは首を振って席に座り直した。

「真由がイソイソするくらい楽しみにしていたデートを、台無しにしたくないの。それに、随分前に余計なことして迷惑かけちゃったしね。だからわたしのことは気にしないで。思い切り楽しんできてね」

　レオナの笑顔に、気遣いに、真由は感謝で胸いっぱいになった。

　今度レオナに、なにかお礼をしよう。

　そんな思いで真由は定時に退社。予定通りに待ち合わせ場所へ到着することが出来た。そこで待っていたのは――

「こんばんは、八島さん」

　イケメンレンタルの、八島千尋だ。

「こんばんは、真由ちゃん。相変わらず時間ぴったりだね」

　すっかり敬語の抜けた千尋を前に、真由は「癖で」と苦笑した。

「集合時間の十分前には集合！　って、いつも学校の先生が口酸っぱく言っていたので、それが抜けないんですよね。だから今日は、私にしては遅くなったくらいです」

　すみません、と頭を下げると、千尋は笑顔のまま首を横に振った。その手が、そっと真由の頭にぽすん、と乗せられる。

「仕事が忙しかったんでしょう？　お疲れ様」

　今日も千尋は優しい。それが仕事だから、というのはわかっている。それでも今の真由にとっては、この優しさが唯一の癒しだった。だから自然と頬が緩む。

　真由が千尋と会うのは、今日で六回目だ。真由はあれから定期的に千尋をレンタルして、その度に愚痴を聞いてもらっていた。今日も前もってレンタルの予約をしていて、一緒に夕飯を食べる予定になっている。

「今日は、よつば駅の近くあるトンカツのお店にしようと思っているんですけど……どうでしょう？」

　お店を選ぶのは真由の役目で、過去四回ともすべて違うお店に案内している。お金を払うのが真由なので、自身の支払い能力に見合った店で、と千尋が最初に申し出たのだ。なので真由も、自分の身の丈に合った店を選んでいる。

「トンカツか……いいね。たまにはがっつり食べたいと思っていたんだ」

「じゃあ、行きましょう」

　先を歩こうとする真由。その腕を掴んで……千尋は、真由の横、それも車道側へ立った。彼がなにをしたいのか気づいて、真由は慌てて見上げる。その視線に気づいた千尋だったが、微笑むだけでなにも言わない。ただ、真由の歩幅に合わせて歩いてくれていた。

　そういうささやかな優しさにも、心が温かいもので満たされるのを感じた。それが他の人にも向けられるものでもいい。レンタルしている今だけ甘やかしてくれれば、それで良かった。

　歩いて二分ほどの距離にあるトンカツ屋に入ると、ふたりは一番奥の座敷席に通された。向かい合って座ると、千尋はトンカツ定食、真由はヒレカツ定食を注文する。それから改めて、「お疲れ様」と言い合った。

「さて、じゃあ今週の愚痴を聞こうかな」

　水を一口飲んでから、千尋は肘をついて手の甲に顔を乗せて微笑む。聞く気満々の態度に苦笑するが……真由も、そのために千尋をレンタルしているのだ。なにより、たった一週間でもあの会社で働いていると、腹の立つ出来事が山ほどある。

「はい、ぜひ聞いてください。実はさっきなんですけど……」

　それから注文した料理がくるまで、真由は口を閉ざすことなくずっと話し続けた。それを、千尋は黙って聞いてくれる。しかも、真由のほしいところで相槌を挟んでくれるので、話しやすくて……真由の愚痴は止まらなくなる。

「はぁー、やっぱり八島さんが一番話しやすいです」

　白米を口に運びながら、真由はしみじみと呟いた。そんな真由に視線を向ける千尋は、トンカツを食べている最中らしく、口をモゴモゴと動かしている。それを、しっかり飲み込んでから……。

「一ヶ月前の真由ちゃんは、僕に敵意むき出しだったけどね」

　と、苦笑した。その言葉に、真由は唇を尖らせて拗ねてしまう。

「だって……いきなりアレ、ですよ。今でもあれは自分が悪いと思っていますけど……それでも、納得は出来なかったんです！」

　それから、今度は食事と一緒に出されたお茶を飲んだ。ヒレカツは、まだ半分残っているというのに、箸を置いてしまっている。

「なのにそんな私相手でも、八島さんは優しく接してくれた……」

　真由は今から約一ヶ月前、千尋と偶然街中で会った時のことを思い出して、ふんわりと柔らかな笑みを浮かべた。

　本当はもう二度と関わりたくなかった。それでも……弱った心のままでは嫌だった真由は、勢い任せに千尋をレンタル。二時間ずっと愚痴を言い続けたが……その間、千尋が真由に触れることはなかった。本当に、ずっと笑顔で話を聞いてくれたのだ。

　それ以来、真由は四度依頼をして、愚痴を聞いてもらっている。その間も、千尋は一度も真由に性的な触れ合いをしなかった。手を引いたり、頭を撫でたりすることはある。でもそれだけだ。それ以上は、なにもしない。

　あの日、千尋は本当に仕事で真由を抱いたのであって、それ以上の感情はなかった。真由は改めてそれを理解した。なにより……愚痴を吐き出すとすっきりするのだ。

「八島さんは悪くない。それに、悪いのは確認しなかった私と……私の意見を無視したレオナです！」

　胸の前で腕を組み、軽く頬を膨らませる真由。そんな真由の態度に、千尋の頬が緩んだ。そんな千尋を見て、真由も嬉しそうに破顔する。

　出会いは確かに最悪だった。だからこそ、なのか。打ち解け合った今は、冗談も言い合える気安い関係になっていた。

　千尋が食べ終わってお茶もすべて飲んでしまうと、真由は伝票を手に取った。しかし、彼女の皿にはまだヒレカツがほとんど残っている。

「食べないの？」

　問われ、今度は真由が苦笑いする番だった。

「食欲、なくて」

　すると千尋は立ち上がり、急に顔を近づけた。いくら仲良くするようになって、手を握っても驚かない相手でも……顔が近づけば、さすがに驚く。慌てて身を引が、千尋は気にせず更に寄ってきた。

　息が触れそうなほどの近さに、真由の体は勝手にあの日感じた千尋の熱を思い出してしまう。恋慕などなくても……心は、高鳴ってしまうのだ。

「体調を崩しているんじゃない？　熱は？　どこか痛いとか、ない？」

　真由の心など知らずに、千尋は心配そうに声をかける。それに対し、真由は不自然にならないように首を振って、ゆるりと千尋から離れた。

「昼に食べたパスタのせいで、胃もたれしているんだと思います。なので、心配しないでください」

　そのまま、千尋がなにか言うより先にレジへ向かってしまう。そんな真由の背中を、千尋はまだ心配そうに見ていたが……支払いを済ませた真由が笑顔で手を振るのを見て、納得したのか。軽く息を吐き出すと、千尋もまた笑みを向けて、真由の元へと向かった。










　真由が次に千尋をレンタルしたのは、一ヶ月後……十一月に入ってからだった。

　その日は日曜日だったので、昼頃から夕飯までの五時間ほど。いつもより長い分料金はかかるが……一ヶ月も憂さ晴らしが出来なかった真由だ。むしろ五時間ずっと愚痴を言いそうだな、と会う前から思っていた。

　待ち合わせ場所のカフェに向かうと、千尋はいつものように、先に到着していた。コーヒーを飲みながら、なにかの小説を読んでいる。まだ真由が来たことには気づいていないらしく、節に皺が多くなった指で単行本のページをめくった。

　たった一ヶ月会わなかっただけ。なのに真由は、千尋の変わらない姿を見られただけで心が穏やかなになるのを感じた。

　千尋とは、出会ってまだ二ヶ月と少し。お互いあくまでも仕事の関係で、友人でもなければ、もちろん恋人というわけでもない。それでも今の真由にとって、なくてはならない存在だった。

　早く千尋と会って、ここ一ヶ月の愚痴を聞いてもらおう。そう思って千尋の座る席へ一歩、足を踏み出す。だが、その瞬間目の前がぐらりと歪んだ。

「っ、え……」

　指先が冷え、足に力が入らなくなる。胃の中が、そのまま口から出てしまいそうな……嫌悪感。

　倒れないように慌てて踏ん張ると、ぎゅっと目を閉じた。その間も聞こえてくる、店内のざわめき。いつもなら気にならないそれが、今だけはやけにうるさく感じ、苛立ちが募っていった。

　ああ、うるさい。みんな、話さないで。もっと静かにしてほしい。うるさい、うるさいうるさいうるさい！

「真由ちゃん？」

　ざわめきの中で、たった一言、自分の名前を呼ぶ声が凛と響いた。ざわめきの渦の中から引っ張り上げてくれる、その声に、真由は手を伸ばしてしがみつく。そんな思いで顔を上げると、目の前にはいつの間にこちらへ来たのか、千尋が立っていた。

　千尋は不思議そうな顔でこちらを見下ろしている。だが、真由が顔を上げたことでなにかに気づいたらしい。眉間に、わずかだが皺を作った。大きな彼の手が、真由の前髪を払うように、撫でる。

「顔色が悪いね。体調が悪いんじゃないかい？」

　千尋がいるだけで、空気が澄んでいく。そんな風に感じながら、真由は首を横に振った。その顔に、苦笑いを浮かべながら。

「実は、ちょっと寝不足なんです。それが顔に出ちゃったんですね」

「寝不足って……」

　ますます心配そうな顔を浮かべる千尋に、真由は慌てて両手を上下に動かした。

「大したことじゃないんです！　ただ、ここ一ヶ月、ほとんど終電間際まで残業をやっていて……普段より睡眠時間が短いんですよ」

　それから真由は、笑いながら頬を掻いた。

「だから、八島さんをレンタル出来なくて……聞いてほしい愚痴がいっぱいなんです。今日は、嫌ってくらい話を聞いてもらいますからね！」

　最後は両手で拳を握って、ガッツポーズをする。千尋はそれでも心配そうだったが、引き受けた以上、相手の願った通りの時間を提供するのが仕事だ。少し苦い顔をしたものの、最後は真由に向けていつもの微笑を浮かべた。

「わかったよ。じゃあ、今日は真由ちゃんの愚痴をたくさん聞いてあげるね」

「ありがとうございます！」

　両手でも上げそうなほど喜ぶ真由に、千尋の口から笑い声が漏れる。もうすっかり、いつものふたりだった。

「さあ、席に座って。まずはお茶でも飲もう」

「私、久しぶりにフルーツティーが飲みたいんですよね。ここの美味しくって」

　先に歩き出した千尋、その後ろを真由がついていく。

「それにしても……そうか、仕事が忙しかったんだね。急に真由ちゃんがレンタルしてくれなくなったから、てっきり、また嫌われたのかと思ったよ」

「あはは、それはないですよ」

　和やかな空気、穏やかな会話。

　千尋は笑いながら先程と同じ席に腰を下ろす。真由もその向かいに座ろうと、イスに手を伸ばしかけた。だが――

「真由ちゃんっ!?」

　その体は、まるで糸の切れた人形のように、その場に倒れてしまった。
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「……ここ、どこ？」

　次に真由の目に飛び込んできたのは、見たことのない部屋の内装だった。

　黒を基調にした家具が置いてあり、カーテンはレースのみ。だけど観葉植物がいくつか置いてあるおかげで、全体の雰囲気は寂しくなることもなく、落ち着いていた。

　まるで「あの人」を思い出させる。そんなことを考えながらぼんやり部屋を見つめていると、ドアが開き、見慣れた顔がひょっこり飛び出した。真由の体が、反射的に起き上がる。

「八島さん!?」

「ああ。やっと目が覚めたんだね」

「あの、これは一体……ここはどこですか？　私は……」

　うろたえる真由を見て、千尋はエプロン姿のまま部屋に入ってきた。柄のない、シンプルな黒地のエプロンだが、不思議と千尋に合っている。真由は、そんな風に感じた。

「覚えてない？　真由ちゃん、昼間カフェで倒れちゃったんだよ」

　話しながら、千尋は真由と目線を合わせるように膝を折ってベッド脇に腰を下ろす。そして、その頭を優しく撫でた。

「放っておくわけにはいかないから、病院へ連れて行ったんだ。その間も君は目を覚まさないから……申し訳ないとは思ったけど、僕の家に連れてきた」

　つまり、ここは千尋の家、ということになる。予想外の場所に、真由は目を見開いたまま固まってしまう。

「医者は、疲労と栄養失調が原因だって言っていたよ」

　優しい千尋の目が、心配そうに歪む。その目に見つめられ、真由は胸が痛いくらい締めつけられるのを感じた。唇を真一文字に結び、体をこわばらせる。

「真由ちゃん、最近忙しいって言っていたけど……ごはん、食べてないの？」

「ええっと……」

　千尋にまっすぐ見つめられ、気まずくなった真由は言葉を濁し、目を逸らしてしまった。それでも千尋の目は、真由を見つめたまま。

　医者の診断結果があるのだ。嘘をついても意味はない。

　それでも真由はしばらく口をモゴモゴと動かして黙る。しかし、やがてゆっくりと、ふっくらとした唇を開いた。

「上司が……私にばかり仕事を振ってきて。正直、昼ごはんも食べる暇がないくらいでした。やっとの思いで仕事を終わらせたらもう終電はなくなってるし……タクシーで家に帰ってきて、寝れたと思ったら四時間後には出勤しなくちゃいけない。そんな毎日でした……」

　真由の言葉を聞く千尋の顔が、どんどん険しくなっていく。そんな千尋を見たくなくて、真由は顔を伏せてしまった。その唇から、ため息が溢れる。

「それ、みんなでやればいいよねって仕事も、うちの上司は私に振ってくるんですよね。私のなにが気に入らないのか知らないけど、私を限界まで追い詰めたいみたい。同僚が気遣って手伝ってくれたんですけど、その子には別の仕事を振って私と引き離しちゃった」

　真由の頭には、数週間前から別部署の手伝いをしているレオナが浮かんでいた。特に忙しいわけではない部署らしいが、赤城の独断で手伝うことになったらしい。

　レオナもその部署の人達も、赤城の横暴に辟易していた。

　だが、赤城には誰も文句が言えない。

　彼女は常務のお気に入りで、赤城のお願いならなんでも聞いてしまう。しかも、赤城への不満はもみ消してしまうのだ。

　二年前。それに嫌気が差した女性社員が抗議をしたところ、彼女には落ち度がないにも関わらず、突然辞めさせられてしまったらしい。それを知っている先輩達は、真由を助けたくても手を出せない状態だった。

　ごめんね、と女性用トイレで先輩に謝られた時、真由は泣きたくなった。その子も、別になにかしたわけではないのだろう。なのに、ただ赤城に「気に入らない」と思われただけで生活をめちゃくちゃにされたのだ。

　どんなに強くても、自分の意思を貫きたくても、それが出来ないこともある。

　真由はそれを思い知らされ、今度こそ挫けてしまいそうだった。いっそこのまま、同じように辞めてしまえば……と。

「会社で、いろいろと大変だったんだね」

　慈しむような千尋の声に、真由の心が決壊しそうになる。それを、シーツを掴んで必死に堪える。しかし千尋はそれを崩すかのように、真由の顔を両手で包み込み、そっと持ち上げた。

「真由ちゃんがひとりで頑張ったことは、とても偉いと思う。けど、そういう時だからこそ、ご飯はちゃんと食べないとダメだ。美味しいご飯は、心を豊かにするんだよ」

　目尻に涙を溜めた真由に、千尋は慈愛に満ちた笑みを向けた。

「少し待っていてくれるかい？　すぐに用意をするから」

「用意って、一体……？」

　不思議に思う真由になにも言わず、立ち上がって部屋を出てしまう。だが、五分ほどでまた顔を出した。しかし戻ってきた千尋は先程と違い、手にお盆を持っている。

　そこから漂う食欲を誘う香りに、真由の鼻が自然とひきついた。それに気づいた千尋がおかしそうに笑うが、真由自身は気づいていない。どうして千尋が笑うのか、手に持っているものはなにか。いろんなことが謎で、首を傾げた。

　千尋は先程と同じように真由の枕元に膝を折って座り、持っていたお盆を真由の膝に置いた。その上には、真っ白な皿と木製のスプーンが乗っている。それを見た真由の目が、キラキラと星のように輝いた。

「これは……リゾット、ですか？」

　問いに、千尋が大きく頷く。

「いきなり食べると、胃がびっくりするからね。トマトのリゾットを作ってみたんだ。野菜も、食べやすいようにサイコロ状に切っておいたよ」

「八島さんが作ったんですか!?」

　声が裏返ってしまう真由。その驚きに対して、千尋は照れるでもなく頷いた。

「下手の横好きってやつだよ。あ！　でもまずくはないと思うから、食べてみて」

　料理が出来るなんて思っていなかった。真由自身も料理が出来る方ではないので、尚更だ。

　実は買ってきたものなんじゃないか、と疑いたくなるが、千尋が真由に見栄を張る理由がない。つまり、今、真由の目の前にあるリゾットは千尋が作ったものなのだ。

　真由は驚きを隠せないまま、スプーンを手にリゾットをすくい上げた。トマトとズッキーニ、そして煮込まれた米がスプーンに乗せられる。それを、そっと口に運んだ。

　リゾットを一口食べた瞬間、目を見開く。

「これ……すごくまろやか！」

「実は、牛乳も入れているんだよ。酸味を抑えるのに使ったんだ」

　千尋の言う通り、牛乳のおかげでトマトの酸味が抑えられ、一層胃に優しい味になっている。そして仄かなコンソメの風味と重なって口の中にぶわっと広がっていった。

　野菜も、千尋が言った通り小さなサイコロ状に切ってあるし、なによりきちんと煮込んであるので、柔らかくて食べやすい。塩コショウも抑えてあったので、胃に優しかった。

　どこが下手の横好きなのか。これだけの料理なら、店でも出せる。

　真由は感激して、もう一口、とスプーンを口に運んだ。

「ふふ、やっぱり美味しい！」

「真由ちゃんに気に入ってもらえて良かったよ。実はね、嫌いな味付けだったらどうしようかって、作ってる最中、少し不安だったんだ」

　千尋が真由のために、丹精込めて作ったリゾット。その味と温かさは、真由の心にまで広がっていった。なにより、千尋の気持ちが嬉しくて……。

「っ、う……」

　せっかくさっきは我慢出来た涙が、ボロボロと溢れてしまったのだ。真由は慌てて手の甲で涙を拭うが、一度決壊してしまった涙は止まることを知らないらしい。真由の意思とは関係なく、止め処なく溢れてしまう。
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　二十二年間。真由は人前で絶対に泣き顔を見せなかった。それは友人も、両親でさえも。人に弱ったところを見せるのが怖いのだ。弱い自分を見せることで、相手に嫌われたらどうしよう。バカにされたら？　そんな不安があって、真由は泣くことが出来なかった。

　だが今、どんなに我慢しようとしても涙が止められなかった。せめて見せないようにと両手で顔を覆ったが、千尋にその手を掴まれてしまう。どんなに拒否しても、力の差は埋められない。千尋によって両手を塞がれてしまい、泣き顔を隠せなくなった。

「……見ないでください」

「やだ」

「やだって……意地悪しないでください。泣いてるところ……人に見られたくないの」

　せめて、と首を振る真由。すると千尋はやっと真由の手を離してくれた。が、今度はその手で真由の頭に触れ、そのまま包み込むように抱きしめてしまう。

　手を握られることはあった。頭を撫でられることも、時々あった。だけど最初の出会い以来、千尋から抱きしめられることはなかった。だから――久しぶりに感じる千尋の温もりに、真由の心臓が一気に跳ね上がる。

　千尋には心音までは聞こえないらしく、真由を抱きしめたまま、その頭を撫でた。壊れ物を扱うかのような、優しすぎるくらい優しい手つき。その指に、真由の細い髪が絡まる。

「今だけは泣いていい。我慢する必要なんてない。だって君は、もう充分頑張っただろう？　だから今は泣いて……嫌なこと全部、流してしまいなさい」

　優しい口調に、すべてを許すような言葉に、真由の心はとうとう崩れてしまった。最後の理性は消えてしまい、耐えきれずに声を立てて泣き出す。会社で我慢し続け、必死に頑張っていたことも相まって、真由の気持ちは濁流のように流れていった。

　そのまま泣き疲れて眠ってしまうまで、千尋は真由の頭を撫で続けた。子どもにするように、いつまでも、いつまでも……――。
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　三時間ほど寝た後、真由は改めて千尋の作ったリゾットを食べてから、自宅へ帰ることになった。その間も千尋はずっと真由の世話をしていた。真由が断っても「今日くらいは」と思い切り甘やかす。しかも全力で。その甘やかしが心地よくて、結局真由は折れてしまった。

　最後は車で、真由を自宅近くまで送ってくれた。

「今日は、いろいろと迷惑かけちゃってごめんなさい。予定の時間もオーバーしましたね……」

　申し訳なさそうにうつむく真由を、千尋は快活な笑い声で一蹴する。

「今日の予約は真由ちゃんだけだったから、大丈夫だよ。それに、久しぶりに真由ちゃんの話が聞けて、楽しかったしね」

「愚痴を聞いて楽しいって言うのは、八島さんくらいですよ」

　思わず笑ってしまう真由に、千尋も穏やかに微笑んだ。車は狭い住宅街を抜け、一方通行の道を進む。もう深夜一時を回っているので、ほとんどの家に灯りはついていなかった。

　ラジオも、ＣＤも流れない車の中。車の走行音だけに耳を傾けながら、真由は流れる車窓を楽しそうに見つめていた。三時間でも寝られただけで、体調が戻ったらしい。随分顔色が良くなっている。

「出来るなら、家までついて行って、ご両親にこんな時間まで連れ回したことを謝っておきたいんだけどな……」

　ハンドルを握ったままの千尋が、そんなことをぼやく。真由はすぐに視線を向け、苦笑いした。

「私、一人暮らしなので。そういう心配はいりませんよ」

「そうなの？」

「はい。大学を卒業してから、独り立ちのために家を出たんです。今は、小さな１ＤＫのアパート暮らしです」

「なるほど。だから終電を逃しても仕事をしていた、というわけか」

　千尋が納得したように頷いたので、真由も同意のために頷いた。それから、また視線を窓の外へと向ける。

　見慣れた景色に差し掛かると、真由は「ここでいいです」と声をかけた。邪魔にならない場所に寄せて、ハザードランプをつける。その間に、真由はバッグから財布を取り出した。

「八島さん、今日は本当にありがとうございました。それで、お金なんですけど……」

「いらないよ」

「えっ……!?」

　予想していなかった千尋の言葉に、真由は驚きのあまり、財布を開いていた手が止まってしまった。顔を上げると、そこにはいつものと変わらない表情の千尋。その彼の言った意味が理解出来ず、真由の眉間に皺が寄る。

「今日はデートしていないからね。いらない」

「で、でも。予定時間を大幅にオーバーしていますし、病院にも連れて行ってもらっています。リゾットだって……」

　意味がわからなくてうろたえだす真由。

「あれは、僕が真由ちゃんのためにしたくてしたことだ。だから、気にしなくていい」

　千尋は左手を伸ばして、真由の頭を撫でる。いつもと同じ、優しく慈しむような手つきだ。なにも変わらない。だが……真由の頬は、じわり、と熱を帯びていく。

　熱が広がると同時に、心臓も跳ねた。金魚の尾のように大きく、激しく。

「まあ、仕事でもないのに依頼人とずっと一緒にいた、なんて社長が知れば、怒られるだろうから……これは、僕と真由ちゃん、ふたりだけの秘密だよ」

　あくまでも真由に申し訳なさを感じさせないためだろう。千尋はわざとらしくウィンクをしてみせた。しかしそれを見て、真由の顔はますます赤くなっていく。もう、耳の裏まで熱を持ってしまった。

「あれ？　真由ちゃん、顔が赤いような……」

　車内のランプがついているせいで、千尋にすぐ気づかれてしまう。これ以上恥を晒してはなるものか、と真由はすぐに背を向けて、車のドアを開けた。十一月の夜ともなると、さすがに寒さが厳しい。思わず身震いしてしまうが、真由は勢いよく飛び出す。

　ぴん、と背筋を伸ばして、スカートを翻し……車内にいる千尋へ向かって、満面の笑みを浮かべた。

「今日は、本当にありがとうございました！　また千尋さんのこと、またレンタルさせてくださいね！」

　その笑顔に、千尋はなにを思ったのか。少し驚いたように目を見開いていたが、やがて口元が緩み……気の抜けた微笑を浮かべながら、大きく頷いた。










　体調を崩して倒れた翌日。五時間も寝たことで更に元気が戻った真由は、仕事へ向かうために準備を整えていた。

　朝食を食べる時間はあまりなかったが、昨日の今日である。準備の片手間におにぎりを少しずつかじり、お腹を満たした。その合間にスーツに着替え、メイクをこなしてから……玄関へ向かう。

　パンプスを履く前にコートを羽織って、忘れ物がないか確認。そしてやっと玄関のドアを開けた。

「おはよう、真由ちゃん」

　が、玄関先にいた人物の姿を見た瞬間、真由は反射的にドアを閉めてしまった。当然ドアの向こうにいたその人は、「あれ？」と戸惑っている。だが、今の真由はそれ以上の戸惑いと動揺が起こっていた。

「な、なんで八島さんがうちの家の前にいるの!?」

　とてもこの状況を受け入れられないし、理解が出来ない。そんな真由の耳に、家のインターホンが鳴り響いた。もちろん押しているのは、玄関前にいる千尋である。

「真由ちゃん、開けてもらえると嬉しいんだけど」

　ドアの向こうから聞こえる千尋の声に、真由は恐る恐るドアを開いた。ただし、うっすらと、ではあるが。それでも開けてもらっただけで嬉しかったらしい。真由の顔を見て破顔した。

　ドアの向こうの千尋は「おはよう」と当たり前のように声をかけてくる。いまだ状況を理解出来ない真由だったが、挨拶されれば返すしかない。

「おはよう、ございます……。あの、どうして八島さんが、うちにいるんですか？」

「それはね……」

　その問いを待っていたらしい。千尋は更に嬉しそうに笑いながら、手にしていた小さな水色の袋を掲げた。大体、ハードカバーの小説ほどの大きさである。それをよく見ようと、真由はドアをきちんと開けた。

「僕が高校時代に使っていてものですまないんだけど……受け取ってもらえるかな？」

「ええっと……」

「あ！　これがなにか言わなきゃ、わからないか。すまないね」

　千尋は自分の行動に苦笑しながら、水色の袋を開ける。中から取り出されたものを見て、真由の目は今までにないほど丸くなった。ほとんど点である。それでも真由は人差し指でそれを指し、口を開いた。

「それ……お弁当箱、ですよね？」

　確認の問いに、千尋が大きく頷く。

「君のお昼ごはんに、と思って作ってきたんだ。だから、よかったら食べてみてくれないかな？」

　やっと千尋の目的を知れた真由。しかしそれを知ったら余計に驚きすぎて、言葉も出ない。ただ、「どうして？」という表情で千尋を見つめる。

　さすがに千尋も真由の戸惑いに気づいたのか。苦笑しながら手にしていた弁当箱に視線を向けた。

「昨日、真由ちゃんが美味しそうにリゾットを食べてくれたのを見てね。とても嬉しかったんだ。だから、これは僕の自己満足だよ。もっと真由ちゃんを笑顔にしたい。僕の作った料理を食べてほしい」

　そこで終わりかと思いきや、千尋は「それでね」と言葉を続けた。よく見ると、もう片方の手にもなにか握られている。もしや……という予感を抱いて真由が見ていると、千尋はもうひとつの方も前方へ向けた。今度は、黒い袋である。

「料理、作りすぎちゃってね。こっちは夜の分のお弁当」

　昼だけではなく、夜まであるとは！

　予想の斜め上をいく行動に真由はすっかり気が抜けて、気づいたら、声を立てて笑っていた。
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　その日の昼過ぎ、一通り作業を終えた真由がイスに座ったまま伸びをしていると、案の定、赤城が眉を吊り上げてやってきた。最近は、真由に少しでも変な動きがあると、条件反射のように飛んでくるようになった。この人は仕事をしているんだろうか？　と真由は度々思っている。

「初瀬さん、昼休みに入っても今は勤務中なのよ。そうやって気を抜いて……だからあなたは仕事が遅いのよ」

「……すみません」

　もちろん、内心では「すみません」なんて思っていない。だが納得はしなくても、とりあえずその場は謝る。本当は不本意だが……心の平穏を保つため、少しの間ならばと苦い思いをすることを選ぶようにしたのだ。

　真由が素直に頭を下げたことで、赤城は調子に乗ったのか。まだなにやら言いたいことがあるらしく、文句を連ね始めた。

「本当、初瀬さんはなにしに会社へ来ているの？　ここは仕事をする所よ。なのにあなたときたら、言われた仕事は出来ないし、すぐに男に色目を使って……」

　仕事が終わらないのは、赤城が真由にばかり仕事を振るせいだ。おかげで時間がかかってしまい、結果的に他の部署にまで迷惑をかけてしまう時がある。

　それに男の色目を使っているのは、むしろ赤城だ。彼氏がいないせいか、それとも飢えているのか。赤城は営業部や情報システム部、経理部、それに自分のいる企画部の男性社員達に甘い声で話しかける。しかも、隙あらば体に触れたり抱きついたりするのだ。完全に逆セクハラである。

　つまり、赤城の言っていることは全て的外れなのだ。まともに聞いていると心が荒む。真由は聞こえないフリをしてこの状況をやり過ごそうとした。

　そこへ、レオナがやってきた。赤城の横暴でレオナが総務部へ手伝いに行って以来、真由が仕事中にレオナと会うのは一ヶ月ぶりである。

　驚いて固まる真由に軽く視線を向けてから、レオナは赤城に向き直った。

「赤城さん、営業の周防さんが探していましたよ」

「え……っ」

「理由は聞いていませんけれど……この時間ですし、ランチのお誘いじゃないですかねえ」

　レオナの言葉に、赤城の目の色が変わった。明らかにピンク色だ。

　赤城は辺りを見回して周防がいないのを確認してから、真由に背を向けた。

「じゃ、じゃあ初瀬さん、そういうことだから。今日の仕事はきちんと終わらせて頂戴ね」

「はい、わかりました」

　いつもなら、真由の返事も気に入らない、とばかりに顔を歪めるのだが、今の赤城の耳には入らないらしい。まるで夢遊病のように、ふらふらと事務所の中を歩き出した。その後ろ姿を見送りながら、レオナはおかしそうに笑う。

「レオナ、どうしたの？」

「久しぶりに、一緒にランチに行きたいなと思ったのよ。どう？」

「いいの？」

　頷いたレオナに、真由はやっと嬉しそうに顔を緩める。

「昼からは、戻ってこられることになったのよ。きっと意気消沈している真由を見て、赤城さんも満足したんじゃない？」

　レオナが戻ってくる！　それだけでも、真由は今まで頑張った甲斐があったと、両手を叩いて喜ぶ。

　これからも赤城は容赦なく仕事を増やしていくだろう。だけど、気を許している同期がそばにいてくれるか否かは、真由にとって大事なことだった。

　どんなに仕事が大変でも、仲間がいて互いに励まし合い笑い合えることはやる気に繋がるのだ。少なくとも、真由はそう思っているし、実際、レオナがいるといないではモチベーションも違った。

　真由の疲れはすっかり吹っ飛んだらしく、ニコニコと満面の笑みを浮かべている。だがレオナは心配そうに真由の顔を覗き込んだ。周り……特に、赤城には聞こえないよう、耳元で声をかける。

「赤城さんから、かなり無茶な仕事を振られているんでしょう？　大丈夫なの？　最近、昼ごはんも食べてないって他の人から聞いたから、わたし、誘いに来たんだけど」

　それには苦笑いを浮かべ、真由はちらり、と自分のデスクに視線を向けた。そこには、赤城が寄越した仕事がまだ山のように積み上げられている。

「大変は大変だよ。でも……昨日、美味しいご飯を食べてゆっくり眠ったおかげかな。今日は体が軽いの。ランチにも行けるよ。あ！　でも……」

　なにかを思い出した真由が、苦い顔をした。どうしたのかと首を傾げるレオナに、真由は目の前で両手を合わせる。

「実は今日、お弁当持ってきているの……」

「なんだ、そういうこと。わたしはてっきり、お昼ごはんには行けないって言うのかと思ったじゃない」

　不安にさせないで、と付け加えて、レオナは真由の頭を軽く小突いた。

「そういうことなら、食堂で一緒に食べましょ。ほら！　食堂なら、お弁当持参者も使えるでしょう」

「そういえば……！」

　そうと決まればなんとやら。真由は千尋にもらった弁当を持って、レオナと共にビルの別階にある食堂へ向かった。

　食堂は、百人ほどを収容出来る大きなスペースになっている。だが、その半分も埋まっていないのが常だ。定食が三百円と安いのだが、それだけ味も落ちる。なので女性社員のほとんどが食堂ではなく、近くのレストランなどを利用していた。

　それは真由達も同じで、あまり食堂には来たことがない。久しぶりだ、と少し落ち着かない気持ちでキョロキョロ見回しながら、真由が席を確保する。その間に、レオナは食券を買って料理を注文していた。

　一番端の、窓から景色がよく見える場所に向かい合って座り、真由はさっそく弁当を袋から出した。レオナは、この食堂の中でも比較的まともな味と言われている、カレー。

　千尋の作ったリゾットは美味しかった。ならお弁当はどうなのだろう？　真由は期待で高鳴る胸をそのままに、そっとフタを開ける。するとそこには、色鮮やかな具材が揃っていた。

　大きめの唐揚げに、ベビーリーフのサラダ、プチトマト、それにお店で売っているかのような綺麗な黄色の卵焼き。更には別の容器に、パイナップルとぶどうも入っていた。

「わぁぁ……！」

　感動のあまり声が出てしまう。そんな真由の姿と弁当を見て、レオナは不思議そうに首を傾げた。

「そのお弁当、誰かが作ってくれたの？」

　指摘され、真由は驚き肩を揺らす。

「な、なんで？」

「だって真由が作ったにしては、綺麗すぎるでしょ。それ」

　レオナはすでにカレーを口に運んでいたようで、スプーンを咥えながらあごをしゃくって弁当を指した。その言葉に、危機感を覚えた真由の頬が引きつる。

「あんた、下手ってわけではないんだけど……大雑把すぎるっていうか……見た目がよくないものを作るでしょ。でも今日のお弁当は、お店で売っているみたいに綺麗じゃない」

　レオナの指摘は最もで、反論出来ない。だが、これを千尋が作ってくれた、とは言えなかった。

　千尋と真由の関係は、あくまでもレンタル彼氏利用者とレンタル彼氏。なのに仕事ではなく、千尋の好意で弁当を作ってもらった。それをレンタル会社に知られたら、真由は千尋をレンタル出来なくなる可能性があるのだ。

　あのレンタル会社を教えてくれたのは、レオナ。とても言えるわけがない。

　なにか上手い言い訳を、と真由は混乱した頭で必死に考える。誰が聞いても納得するような、一言。

「お母さん！　お母さんがね、うちに来ているの。それで作ってくれたんだ」

　上擦った声で言い放つ真由に、レオナは何度か瞬きをする。そして……。

「なるほど。娘の一人暮らしが心配になったのね」

「う、うん。そうみたい」

　本物の真由の母親はのんびりした人で、娘が一人暮らしをしようがまったく気にしていないし、心配もしてくれないが。

　だが、とにもかくにも弁当についての言及は免れた。ほっと胸をなで下ろして、真由は改めて弁当を食べることにした。まずはメインであろう唐揚げを、一口。

「美味しい……！」

　すっかり冷めているのに、ベタつかない。冷めてから食べることを考慮した上での味付けらしく、とてもしっかりしていた。なら次は、と卵焼きを食べてみる。こっちはほんのり甘く、仄かなしょう油の味と合わさってちょうどいいバランスだった。

　リゾットだけでなく、弁当まで美味しく作れるなんて……真由はお腹が満たされる幸せを感じながら、改めて、千尋への感謝で胸がいっぱいになった。










　二週間が経ち、十一月も終わるという頃。

　仕事もやっと落ち着いたのを見計らって、真由は千尋をレンタルすることにした。だがその日はただのデートではなく、真由なりのお礼が込められている。

　待ち合わせは、よつばグランドホテルのロビー。その日は珍しく千尋が遅れていて、真由はひとりで入り口を見つめていた。

（前のレンタルが押しているのかな？）

　早く逢いたい……そんな気持ちを募らせていると、ホテルのドアから千尋……ではなく、周防がやってきた。とっさに顔を逸らすが、周防は目がいいようで、すぐに真由に気づいた。

「真由ちゃ～ん。こんな所でどうしたの？　まさか、俺を待っていてくれていたとか」

「ありえません」

　はっきりと否定すると、周防は一瞬不機嫌そうに顔を歪める。しかし、諦めない。周防は真由の肩を抱き寄せてきたのだ。

「せっかく会えたんだし、このままふたりでホテルに泊まっちゃおう。きっと甘い夜になること、間違いなしだよ」

「嫌です。私、人と待ち合わせているので失礼します」

　周防の手を払うと、真由はその場から離れホテルの奥へと向かった。追いかけてくる気配はなかったが、今は周防のそばにいたくなかった。

「真由ちゃん」

　エレベーター近くまで来た真由は、後ろから声をかけられた。入り口から来ると思っていた千尋は、柱の影にいたのだ。驚く真由に軽く手を上げ、近くまでやってくる。

「遅くなって、ごめんね。ちょっと本業で手が離せなくてね。でも、もう終わったから。さあ、行こうか」

「は、はい」

　戸惑いながらも真由は千尋と共にエレベーターへ乗り、最上階のボタンを押す。

　最上階には、よつば市の有名なデートスポットであるバーがある。ちょっとお高くて真由は一度も行ったことがなかったその店へ、千尋を誘った。

　いつも行くような居酒屋と比べて落ち着いており、接客も、くすぐったいほど丁寧。なにより、窓から見える夜景が美しい。

　土曜日ということもあって、バーにはかなりの客が入っていた。中には仕事の商談で使っている人もいるようで、テーブルの上に資料がずらりと広がっているところもある。だが、ほとんどはデート目的のようだ。そこかしこのテーブルで、甘い雰囲気が醸し出されている。

「こんな所に誘ってもらえるなんて、嬉しいよ」

　千尋はいつものように優しく微笑み、注文したブランデーのロックの口をつけた。そんな千尋の隣で、真由はオレンジジュースを飲む。せっかくなら酒にしようか、とも考えたが、以前のように酔って記憶を失くし、千尋の前ではしたない姿を晒したくなかった。

　だが真由がソフトドリンクを頼んでも、千尋は気にしなかった。むしろ「その方がいい」と勧めてくれたほどだ。そういうところも、真由が千尋を気に入ったひとつである。

「八島さん、この二週間、毎日お弁当を作ってくださって、ありがとうございました」

　真由が改めて頭を下げると、千尋はグラスを手にしたまま首を振った。

「最初に言っただろう？　あれは、僕がしたくてしたことなんだ。真由ちゃんが気にすることじゃないよ」

「それでも……八島さんがお弁当を作ってくれたから、食べようって気になって……結果的に体調が戻ったんですよ。一人暮らしだとつい食事に手を抜くから、本当にありがたかったんです」

　まっすぐ見つめてくる真由に、照れくさくなったのか。千尋は苦笑しながらウィスキーを飲み干した。カラン、という涼やかな音がふたりの間に響く。

　店内では生演奏が行われており、ピアノのしとやかな音が流れていた。それを見つめる人もいれば、愛を囁くのに夢中な人もいる。その中で、千尋は新しく注文したウィスキーを飲みながら音楽に耳を傾けていた。

「確かに真由ちゃん、顔色がよくなったね」

「はい。仕事は相変わらず忙しかったんですけど、レオナ……同僚も戻ってきたし、出来るだけ睡眠と食事の時間を取るようにしていたら、すっかり元気になりました！」

「それは良かった」

　喉を上下させながらウィスキーを嚥下し、千尋は左手で真由の頬を撫でる。その感触に身を捩りながら、真由は柔らかく微笑んだ。今までになく甘ったるい雰囲気が、ふたりを包み込む。

　真由の心音は、徐々に高鳴っていた。だが本人はまだその音の正体に気づいていない。きっと場の雰囲気に飲まれたんだろう、と決めつけていた。

「八島さんは、無理していませんか？　最近、ずっと忙しそうにしていましたよね。もし、私のお弁当を作っているせいで無理しているなら、もう大丈夫ですからね！」

「無理はしていないよ。ただ、ちょっと本業が立て込んでいてね」

「そうなんですか……」

「仕方ないこととは言え、寝る時間が削られるのはちょっと辛かったかな。やっぱり、年寄りには堪えるよ」

　苦笑しながらまたウィスキーを飲み干す千尋。その顔に疲れが見えた気がして、真由は心配そうに顔を歪めた。

　真由と会う時の千尋は、いつも笑顔だ。多少困った顔はしても、疲れなんて見せたことがない。その千尋の顔に暗い影が差し、挙句愚痴をこぼすなんて。よっぽど疲れているんだろうと察した真由は、その腕にそっと自分の手を添えた。

「八島さん、今日はもう帰りましょう。ゆっくり寝て、休んだ方がいいですよ」

　自分がそうしたことで元気になれたから、千尋にもそうしてほしい。そんな思いだったのだが……千尋はその手に、やんわりと自分の手を添えた。そして、真由に向かって今までにないほど柔らかく微笑みかけた。

「八島さん、なんて……つれないな。千尋って呼んでくれないか？」

　そんなことを言われたのは、初めて会ったデート以来。

　あの時は、仕事で真由を抱いた。その時と同じことを言ったのだ。

　それを急に、それも前触れもなくお願いされ、真由は困惑してしまい、言葉が出なくなる。だが千尋は気にする素振りもなく、顔を近づけてきた。

　息がかかるほどの距離に、真由の心臓が先程よりも早く鼓動を打つ。同時に、頬へ熱が集まっていった。それを煽るようにまた少し、距離を詰める。少し動けば、鼻頭が触れそうになった。

「真由ちゃんに、呼んでほしいんだ。千尋って……ね？」

　自分よりもずっと年上の人が、落ち着いた低音で甘えてくる。それだけで真由の耳はくすぐられ、じっとしていられなくなってしまった。目を合わせていられなくて視線を逸し、居心地が悪そうに身動ぎを繰り返す。

　すると千尋の両手が持ち上がり、真由の顔を包み込んでしまった。指先から頬へ伝わる熱が、感触が、真由の胸を締めつける。

　真由はこの感情を知っている。

　触れられるだけで胸が痛くなって、声を聞くだけで体ごととろけてしまいそうになる。自分の名前を呼んでくれると、それだけで幸せになった。この感情の名は……。

（私、八島さんが好きなんだ）

　しばらく忘れていた恋心に、真由は驚きを隠せない。仕事と割り切って愛情もなく女性を抱けるような人だ。年上だし信頼は出来ても、恋はしないと思っていた。

　なのに今、こうして千尋に触れられるだけで、真由の胸は張り裂けそうなほど早鐘を打っている。頬も、触れなくてもわかるほど火照っていた。ありえない、と思っても体は反応してしまうのだ。

　しかし恋をしていると素直に認められても、それは無駄だ。どんなに恋をしても、真由は千尋と付き合うことは出来ない。

　なぜなら、真由は千尋を「レンタル」する立場だからだ。

　イケメンレンタルの契約書にも書いてある。依頼人は、レンタル彼氏に対して恋愛感情を抱いてはいけない。好きになっても、告白してはいけない。もし会社に隠れて付き合うようなことがあった場合、違反として法的措置を取る……と。

　自分でもどうしようも出来ない感情に苦しんでいると、千尋はとうとう、真由の額に自分の額を重ねる。触れた箇所から熱が広がり、真由は倒れるんじゃないかと思うほどのめまいに襲われた。呼吸が、乱れてしまう。

「真由ちゃんに、そんな顔は似合わないよ」

「そんな顔って……？」

「泣きそうな顔だ。真由ちゃんには泣き顔より、笑顔の方が似合うんだから。笑って」

「……無理ですよ」

　今気づいてしまった感情に、自分自身が一番戸惑っているのだ。それを受け入れすぐに笑うなんて出来ない。どうすればいいのかわからず、真由はただ黙ってじっと千尋を見つめた。逸らさず、まっすぐに。

　すると千尋の右手が、真由の腰に回された。そのまま引き寄せられ、真由の体は千尋の腕の中へ。

「そんな目で見つめられたら、我慢出来ない」

「そんな目、って……」

「情欲に濡れた目だよ」

　その言葉に真由の頬がさっと朱に染まった瞬間――千尋は、唇を塞いだ。

「っ！」

　最初は優しく触れてきたが、それもほんの五秒ほど。千尋は、まるで衝動に突き立てられるように、真由の唇を強引に舌で割り開いた。ぬるりとした熱い舌に歯列を、そして口腔内をなぞられ、背筋にぞくりとしたものが走る。

　千尋は小刻みに震える小さな体をしっかり抱きしめたまま、真由の弱い部分を舌先で触れていく。頬裏や上顎に触れると、体は更に激しく跳ねた。

　頬に集まった熱に浮かされ、真由の瞳には涙が溜まっていく。それを煽るように、千尋の舌が真由の柔らかな舌に触れた。

「ん……ふ……ぁ……」

　舌の上は、特に感じやすい場所だった。耐えきれなくなった真由の口から小さな嬌声が漏れてしまう。さすがに近くに座っていた客がそちらを見るが、千尋はお構いなし。真由の快感を引き出すように、舌を絡めてきた。

　千尋の舌に弄ばれ、真由は腰をくねらせる。快感がせり上がってきたのだろう、時折ビクリ、と体を震わせていた。

「ふ、ぅ……はぁ……ァ……んっ、んっ……」

　初めて出会った時に交わした口づけよりもずっと濃厚で情熱的なキスに、真由の思考回路がとろけていく。今日は酒なんて飲んでいないのに……千尋のキスだけで、真由は快感に酔っていた。

　舌の付け根から溢れる唾液を絡め、千尋は更に淫らに真由の舌を舐め、弄っていく。勝手な千尋の舌技は、しかし真由の脳をとろけさせ、キスに夢中にさせてしまう。ここがどこか、ということすら、気にならなくなるほどに。

　クチュクチュ、といういやらしい水音が互いの唇から溢れると、真由を一層昂ぶらせる。

　こんなこと、しちゃいけない。そう思う理性とは裏腹に、本能がキスを受け入れてしまう。千尋がほしくて堪らない、と心が体を支配し、動かなくしてしまった。

「ン、ふぅ……はぁ……や、しまさ……ん……」

　あまりに深く口づけられていたため、酸素が足りなくなったようだ。長いまつげを涙の雫で濡らしながら、目で訴えた。すると千尋は名残惜しそうにしながら、ゆるゆると唇を離す。するとその唇から、真由の唇にかけて唾液の糸が引いた。それは間接照明の灯りを受けて、いやらしく光る。

　しかし真由はそればかりに気を取られて、気づかない。自分の赤く熟れた唇もまた、互いの唾液で濡れそぼり、淫らに照らされていることを。

　千尋はそれに気づいてクスリと笑うと、今度はわざとらしく音を立てて唇を吸った。

　バーの片隅で行われたこの淫らな行為に、真由の体はすっかり力が抜けてしまった。その頭を撫でてから、千尋は真由を抱きかかえて立ち上がる。突然のことで店内もさすがにそんな千尋達に視線を向けるが、気にせず歩きだす。

　自分の持っていたカードでさっさと支払いを済ませてしまうと、観衆の中を横切ってエレベーターへ向かった。

　千尋が真由を連れてきたのは、ホテルの地下駐車場だった。ライトを絞っているらしく、全体が薄暗い。

　ほとんどが宿泊者の利用らしく、現在、人の気配はない。その中を大股に歩いていくと、千尋が以前真由を乗せた、丸いフォルムの白いセダンが停車していた。

　それを開けると、真由を助手席へ乗せる。が、座席を倒してしまった。そして自分は運転席へ乗り込み……シートベルトは着用せず、真由の上へ覆いかぶさってしまう。

「なに、を……」

「君が先に誘ってきたんだ」

「そんなこと……」

　そんなことしていない。そう言おうとした真由の唇を、千尋の薄い唇がもう一度塞いでしまう。今度は唇を咥えるように口づけ、そのまま口腔で唇を弄ばれる。先程のキスのせいもあって、真由の体は一瞬でとろけてしまう。

　その間に、千尋の指が真由の服にかかった。片手で簡単にブラウスのボタンを外してしまうと、胸元からブラジャーにかけて晒されてしまう。

　千尋の舌は歯列をなぞり、ぬるりと口腔へ入り込んだ。そのまま中をかき回すと、バーでのキスより更に激しい水音が車内に響く。それを聞いているだけで、真由は羞恥心で消えたくなってしまう。その羞恥心をわざと煽るように、ちゅくっ、と水音を立てた。

　そうして千尋は、真由の胸に手を添えた。そのままブラジャー越しに柔く揉まれると、キスの合間もあって体が大げさに跳ねる。

「ゃ……んっ、んぅ……ぁ、ン……」

　嫌がって身動ぎしても、狭い車内では逃げ場がない。なにより、キスですっかり力が抜けている状態で、新しい快楽から逃れるわけがなかった。体が、千尋からの快感を求めてしまっていたから。

　千尋の手は以前より乱暴に真由の胸を包み込み、刺激を与えていく。すると突起が布で擦れてしまう。真由はくすぐったさと快感、両方に苛まれ、小さな口から切ない声を上げた。

「ん、ぁ……」

　その声に合わせて、千尋の手が真由の快感を後押しするように揉みしだいていく。体の奥から熱が広がっていくような感覚に、真由は背中を反らした。

　ブラジャーをずらされると、擦れたせいもあり、ほんのり赤く色づいた乳首は、主張するように尖っていた。まるで触ってくれと言わんばかりに立ち上がっているそれに、真由は恥ずかしくて目を伏せてしまう。

　その反応に千尋は小さく笑いながら、固く尖った突起を人差し指と中指で摘んだ。そのままグリグリと乱暴に弄る。すると真由の腰がビクンと跳ねた。

「ふぁぁ……やっ、ぁ……ンッ、はぁ、んっ」

「可愛い声だ。ここ、気持ちいいんだね」

　喉で笑いながら、執拗に乳首をこねくり回す。千尋の言う通りで、真由は乳首が弱い。弄られるほどに快感に溺れてしまい、それしか考えられなくなってしまうのだ。

　大きな手が与える淫らな愛撫に溶かされ、体の奥深くにまで熱が灯る。両足をすり合わせながら、それでも最後の理性で、千尋にしがみつく。

「八島、さん……もう、やめて？　私、こんなこと依頼してない……」

「これは仕事じゃない。僕の意思だ。それに、こんなにエッチな真由ちゃんを見せつけられて、我慢出来るわけないだろう」

　千尋の手は真由の胸に添えられたまま、口元だけを真由の耳元へ寄せた。軽くキスをして……耳朶を軽く食まれてしまう。そのまま舌でなぶられ、吸われてしまい、真由は小さな喘ぎを上げてしまう。

　真由の嬌声に千尋も下肢に熱が集まるのを感じながら、彼女の小さな体を抱き寄せた。狭い車内に満ちていくお互いの淫らな空気を、肺いっぱいに吸い込む。そしてもう一度、真由の耳に口づけを落とした。

「真由ちゃんが、欲しい」

　その一言だけで、真由の腰は砕けてしまう。もはや彼女の体に、力は入らなかった。それを知っているのか、わざとそうさせたのか。千尋は抱きしめたままの体制で、一層強く乳首をつまみ上げた。

　わずかな痛みと、それ以上の快感が真由の体を駆け抜ける。耐えきれずに甲高い声を上げてしまうと、千尋がまた口づけを迫った。塞がれ、舌を絡め取られる。

「んっ……ふ、ぁ……ん……っ……ンンッ」

　ねっとりと淫らなキスによって、真由は下肢に疼きを覚えた。それは熱となって、真由の中を潤ませていく。

　その間も、千尋は桜色に染まった乳首に刺激を与え続けた。指の間に挟んで、縦横に弄っていくと、真由の体は何度も跳ねる。そして突起は更にいやらしい色へと紅潮し、硬くなっていった。

　好きになってしまっている。そう気づいてしまった相手からの淫らな行為は、真由の理性を飛ばしてしまう。このまま溺れてしまいたい……という欲望が、真由を突き動かした。その証拠に、真由は無意識のまま、千尋の舌に自らも舌を絡めていた。

　だから真由は気づかなかった。乳首を弄っていた手が離れ、今度は下方に伸びていることに。

　千尋の手はスカートの裾から奥へと忍び込み、下着越しにクレバスを撫でた。それでやっと気づき、同時に体を仰け反らせる。

「もう湿っているね。これは、どうしてかな？」

「そ、それは……」

　知っていて、千尋はわざと訪ねてくる。それが恥ずかしくて、真由は真っ赤になった顔のまま目を逸した。すると千尋の指が、執拗に濡れそぼった箇所を擦っていく。

「真由ちゃんのここは、どうしてこんなに濡れているのかな？　僕に教えて」

　弄られながら問われ、真由はもう耐えきれない、と顔を伏せてしまう。だが、そんなことで愛撫が絶えるはずもない。下着で隠されているとはいえ、場所はおおよそ検討がつく。千尋は少しずつ指を上に動かして、わずかに膨らんだ花芯を見つけ出した。

　一度指を離して、今度は一気にグリグリと指の腹で押しつける。すると真由の体は激しく震え、甘い声をこぼしてしまう。

「やっ、やぁぁぁ！　そ、そんなに……したら、だめぇ……」

「じゃあ、ちゃんとその口で教えて？」

　浅い呼吸を繰り返しながら、真由は肩を上下させた。とてもじゃないが千尋の顔を見ながらは言えない。真由はぎゅっと目を閉じて、ゆっくりと口を開いた。

「や……八島さんに……キス、とか……エッチなことを、たくさんされて……き、気持ちよくなった、から……」

　経験があるからと言って、口に出して言えるか、というとそれは違う。

　卑猥なことを言葉にする羞恥心で、真由は、顔どころか耳まで赤くなってしまった。そんな真由の額に、千尋は唇を寄せてキスを落とした。

「及第点、かな。でも、今の真由ちゃんがとっても可愛いから許してあげる」

　キスは、次に頬へ。そして鼻頭、唇へと次々降り注いだ。

「だから……ね。今からもっと気持ちよくさせてあげるよ」

　なにを……そう真由が口にしかけた時、下着がずらされて、ぬるりとした割れ目に熱い塊が押しつけられる。いつの間につけたのか、スベスベとしたゴムの感触も伝わる。真由の脳裏に、二ヶ月前の出来事がフラッシュバックした。

「ま、待ってください。八島さ――」

　慌てる真由など見えないかのように、千尋は強引に膣孔へと己の反り返った肉棒をねじ込む。濡れそぼったそこは千尋の肉棒の形に広がり、千尋を飲み込んでしまう。
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　千尋は膣襞を確かめるような腰つきで、亀頭を襞へと擦りつけた。それだけで、真由は耐えきれない、とばかりに声を上げ、体を震わせる。膣奥からは、じわり、と蜜が滲み出した。

「真由ちゃんの中、すごく気持ちいいよ。ずっと味わっていたいくらいだ」

　囁きながら、今度は抽送の角度を変え、最奥を穿つ。すると滲んでいた愛液が広がり、膣全体を潤す。

　蜜口の奥から溢れる愛液を掻き回すように、千尋は激しく腰を打ちつける。そうして肉茎によって膣壁を抉るように撫でると、真由は堪らず中を締めつけた。するとビクンと脈打つ感触が、柔らかな皮膚から真由へと伝わる。

「はぁ、ぁ……んっ、んんっ……もっ……ダメ、です……やし、まさ……ッ」

　もうわけがわからず、ただ、与えられる快楽に涙をこぼす。千尋の指がそれを掬い、押しつけるように腰を曲げてきた。密着すると、互いの服が擦れ合う音が聞こえる。

「んっ、んぅ……ぁ……は、っ」

　どうして千尋が、仕事でもないのにこんなことをしてくるのか。

　真由にはさっぱりわからないし、今は千尋の与える快感の方が強すぎて、考えられなくなっている。

　千尋の肉棒に最奥をグリグリと突き上げられると、真由の体が大げさにビクリと跳ねた。同時に膣襞が震え、きゅうっと肉棒を優しく締めつける。

「やっ、やぁぁ……八島さ、っ……ダメです、だめっ……だめぇぇ……っ！」

「八島さん、じゃなくて、千尋って呼んでほしいって言っただろう？　ほら、呼んでごらん。真由」

　低く響く千尋の低音に名前を呼ばれただけで、真由は目の前がチカチカと光ったのを感じた。全身に汗が滲み、じっとりと濡れてしまう。そんな真由の肌に、千尋がぴたりと手のひらを重ね、さらけ出されたままの胸を柔く揉みしだく。

　そうして胸に刺激を与えながら、更に激しく真由の膣襞を抉り、中を責め立てていく。肉茎の熱と硬さに擦り上げられ、真由はほとんど息も絶え絶え。それでも真由は、ちらり、と車窓に目を向けた。

「おね、が……八島さん。こんなところ、誰かに見られたら……」

　車内でこんな淫らな行為をしているなんて知られたら、真由は生き恥を晒すことになる。そんなの、耐えられない。

　しかし千尋は気にするどころか、むしろ狭い車内であるにも関わらず、一層激しく乱暴に真由を揺さぶった。車体が、大きく揺れる。

「もう見られているよ」

「っ!?」

　信じられない！　とばかりに真由が涙目のまま睨んだ。すると千尋はクスッと笑って、額にキスを落とした。

「冗談だよ。ここに、人は来ない」

　そのまま千尋は、真由の感じる部分を己の肉棒で執拗に擦っていく。

「だから、今は僕に集中して」

　そんなことを言われても、ここは駐車場。誰も来ない、なんて保証はどこにもない。誰かに見られるなんて怖い、けど……。

「や、ぁ……あ、あぁ……！　ンッ、んんっ」

　千尋の与える快楽が思考を鈍らせてしまう。そしてその口からは、先程から甲高い嬌声しか溢れなくなってしまった。

　柔らかな膣孔を出し入れする肉棒に、真由の愛液が絡みつく。そのまま何度もグチュグチュと音を立てながら抽送を繰り返すので、淫液がかき回され、白濁してきた。

「はぁ、はぁ……僕に貫かれて、気持ちいいんだね？　すごくとろけた顔をして……可愛いよ」

　可愛い……同じ言葉でも、同僚の周防だとまったく気持ちが動かない。だけど、千尋相手なら……。

「あ、あぁ……！」

　それだけで感じてしまって、軽く飛びそうになってしまう。

「真由の中が、気持ちよすぎて……ダメだ、もう我慢出来ない……ッ」

　千尋の荒い呼吸が、次第に早くなっていく。その息遣いにすら真由は感じてしまい、背中を仰け反らせた。足指を、ぎゅっと閉じる。

　歓喜に震えた膣襞が、千尋の肉茎のすべてを締めつけた。その感触が伝わり、千尋もまた体を震わせる。奥歯を噛み締め、真由の太ももに指を食い込ませると、最奥を抉る。

「あっ、あっ、あっ……！」

　真由の甘い悲鳴が上がる。次の瞬間、とうとう千尋は真由の中へと熱い飛沫を迸らせた。その感触がゴム越しからでも伝わり、真由もまた体を硬直させて高みへと上り詰める。

　全身を巡った甘い痺れに、真由は呆然とする。脱がされなかった服が、汗ばんだ肌に張り付いているが、それも気にならないらしい。

　そんな真由を見つめて微笑んだ千尋……だが、千尋はそのまま真由の体に向かって倒れてしまった。

「八島さん!?」

　慌てて真由が声をかけると――千尋の口からは、穏やかな寝息が聞こえてきた。






※






　翌日、真由は日曜日であることを感謝しながら、重い体をなんとか起こした。だが、とてもベッドから出る気にはならない。ぼんやり、ただ天井を見つめる。

（あれ、どういうことだったんだろう？）

　少しでも気を抜くと、昨日の千尋との出来事を思い出してしまっていた。それくらい、真由にとっては衝撃だったのだ。

　激しく真由を抱いた千尋だったが、終わった途端、糸が切れたみたいに眠りこけてしまった。どんなに揺さぶっても大きな声を出しても起きないので、真由は悩んだ末に、千尋を寝かせたまま帰ることにした。

　もちろん、下半身を露出させたままはマズいので、きちんと片付けてから、だが。

　それから真由は、ずっと千尋のことを考えていた。

（私が間違えて、エッチなことするような依頼にしたのかと思ったけど、いつも通りの申し込みになっていたしなあ……）

　そうすると、千尋の行動が読めない。

　初めて以来、千尋は依頼内容を忠実に守ってきた。真由も、そんな千尋だから信用していたし、そういう千尋だから好きになった。

　だけど昨日は依頼をしていないにも関わらず、千尋は真由を抱いた。しかも本人だってそれを認め、「これは僕の意思だ」と言い、まるでがっつくように求めてきて……。

「って、なに思い出しているの！　私！」

　獣のように求められたあの興奮は、一夜が過ぎても真由の体を熱くした。それを慌てて追い払っていると、スマホが着信を告げる。

　枕元に置いてあったそれに手を伸ばし、ディスプレイを覗く。するとそこには、千尋の名前が記載されていた。ドキリとしながら、真由はそっと通話ボタンをスワイプさせる。

「は、はい。初瀬です」

「おはよう、真由ちゃん。八島です」

　動揺して声が震える真由とは対照的に、千尋はいつも通り。平然としていた。自分だけが意識しすぎなのか、と真由は内心焦る。

「真由ちゃん、昨日のことなんだけど……」

　だが冷静になろうとする前に千尋がその話を振ってきたので、真由の心臓はまた落ち着かなくなってしまった。「はい」と返事をすることすら困難で、カラカラに乾いた喉をなんとか唾液で潤した。

「バーで飲んでいる最中から記憶がないんだけど、僕、昨日なにかした？」

「……へ？」

　まさかの言葉に、真由は反応出来ず、素っ頓狂な声を返してしまう。だが千尋はそんなことは気にせず、「ごめんね」と謝ってきた。

「どうも、ここ最近の疲れがあったみたいで……普段なら酔わないんだけど、どうも昨日は酔ったみたいなんだ」

　なら、キス以降はすべて酔って記憶がない、ということになる。

　紳士的で、優しくて、仕事以外では絶対に手を出さなかったあの千尋が。よりにもよって、酔った勢いで真由を抱いたのだ。

　真由は目の前が真っ暗になるのを感じながら、持っていたスマホをぎゅっと握りしめる。心が、痛いくらい締めつけられるのを感じていた。苛立ちではない。酔った勢いで抱かれたことへの悲しさのせいだ。

　それでも真由はなんとか気持ちを抑え込み、ため息に聞こえないよう小さく息を吐き出した。

「急に立ち上がって、八島さんがお金払っちゃったんです。で、そのまま車に着いて……八島さん、寝ちゃいました」

　その間にあったことは一切口にせず、ただ最初と最後だけを伝える。そこは、確かに合っている部分だからだ。

「本当に、それだけ？　真由ちゃんに、なにか失礼なことしてない？」

「はい、本当になにもしていませんよ」

　嘘だけど。

　口に出したい気持ちを堪えて、心の中で呟く。そんな真由の言葉を信じたらしく、千尋は電話の向こうで安堵の息を漏らした。

「前に、友人と飲んでいた時に、酔ってキスしたことがあってね。またやったかもって、不安だったんだ。けど、真由ちゃんになにもしてなくてよかったよ。君は、イケメンレンタルの大事なお客様だからね」

　その言葉は、鋭いナイフとなって真由の胸に深々と突き刺さる。

　千尋にとって、真由はどんなに仲良くなろうとも『客』でしかないのだ。それを思い知らされ、今度こそ倒れそうになってしまう。

　そんなことは知っていた。それでもいつか、客としてじゃなく会う機会があれば、告白しても許されるんじゃないか。そんな思いが真由の中に残っていた。だけど、それも今、無残に打ち砕かれてしまったのだ。










　あれから二週間が過ぎ、季節は冬に突入した。

　一年の締めくくりである十二月とあって、真由の会社も忙しいものの、残業するほどではない。しかし……真由はあの日以来、千尋をレンタルする気にならなかった。真由にとってあの一言は、告白もしていないのに失恋したと同じである。

　仕事も身に入らず、いつも以上に赤城に怒られてしまったが……もうそれに苛立ったり悲しんだりする余力もない。おかげでレオナに心配されてしまったが、やはりそれに対して真由は「大丈夫」と笑えなかった。

　その日は朝から周防について、企業へ挨拶回りをしていた。企画部として現場で生の声を聞きたい、という企画部部長の発案だが、外回りなんて慣れていない真由にとっては辛いだけである。更に相棒が周防となれば、辛さにも拍車がかかる。

「真由ちゃん、なんか顔色悪いねえ。疲れているんだったら、俺がおぶってあげよっか？」

「結構です」

「そう言わずにさあ」

　相変わらず周防は、真由のつれない態度にもめげずにベタベタしてくる。肩に触れてくる手を払い、何度目かのため息をついた。

　帰りたい。

　だが、仕事はまだ終わっていないのだ。渋々、最後の訪問先へと向かう。

　赤信号で立ち止まると、周防は払われた手で今度は真由の髪を掴んだ。

「真由ちゃんってば、疲れた顔を俺に見せたくないとか？　かわいー！」

　この人にはなにも言っても無駄だ。なら早く仕事を終わらせて事務所に戻ろう。真由はそう決めると、早足で歩き始めた。出来ればこのまま周防を撒いてしまおう、なんて気持ちも込めて。

　もちろん周防とは身長差があるのでリーチが違いすぎる。結局追いつかれてしまうのだが……。

　人混みの中を、ヒールを鳴らして大股に歩いていくと、彼女の前を見慣れたスーツの男がいるのを、その目が捉えた。瞬間、真由の心臓は勝手に高鳴ってしまう。

（八島さんだ……！）

　どんなに想いが砕かれたとしても、相手はまだ好きな人。どんなに失恋したと落ち込んでいても、やっぱりその姿を見れば、ときめく。

　千尋は背を向けているので真由に気づかず、どこかを見ながら優しく微笑んでいた。一体なにを見ているのだろう、と真由も同じ場所へ視線を向ける。

　そこには、真由と同じくらいの背丈の女性が立っていた。しかも千尋の腕にしっかりと自分の腕を絡めて、体を寄せている。年齢は、千尋と同じか少し下のように、真由には見えた。

（レンタル中、かな？　それとも……本物の恋人……）

「なーに見ているのかな？」

　周防が追いついて、真由の肩を抱きながら、人混みの向こうに視線を向ける。真由が誰を見ているのかは、わからないはずだ。だが、千尋の丹精な顔は人混みの中だと目立つ。案の定周防は、千尋に気づいた。

「うわー、まるで芸能人みたいにダンディーな人だねえ。夫婦かな？　仲良しそうでいいね」

　そう……周防から見ても、二人は仲睦まじく見えるのだ。

「……周防さん」

　真由は、自然とその名を呼んでいた。

「お！　君から名前を呼ばれるなんて、初めてだよね！　ね!?　どうしたの!?」

「……あの奥さんの方が、もし私だとしたら……私と彼は、どんな関係に見えたでしょうか？」

　そんなこと、聞かなくてもわかった。それでも真由は聞かずにはいられない。年齢差なんて関係ない、そう思っていたけれど、でも……。

「あの旦那さんと真由ちゃんが並んでいたら？　そりゃあ……やっぱり親子かなあ」

　その周防の一言に、真由はため息をついてうつむいてしまう。そんな真由に、周防が頬ずりしてきた。

「なになに!?　急に結婚したくなった？　なら、俺としちゃう!?」

「しません。それより、離してください」

「えー？」

　子どもみたいな文句を上げる周防を振り払い、真由は千尋に背を向けるようにして歩いていく。

「そっちだと遠回りだよ？」

「運動したい気分なんです」

　そう言って周防を置いていかんばかりの勢いで歩きだす。しかし周防はまたすぐに追いついて、真由の肩を抱いた。その手を払って、また抱かれて。その腹立たしいやり取りを繰り返しながら、真由は次の会社へ向かった。

　千尋のことを、必死に忘れようとしながら。

　その後、外回りを終えて事務所に戻ってくると、レオナが迎えてくれた。

「真由、一緒に食べましょ」

　しかし、曖昧な返事しか出来ない。するとレオナは、心配そうに真由の顔を覗き込んだ。

「元気ないわね。どうしたのよ」

　心配させるのは申し訳ないが、レンタル相手に勝手に恋をして勝手に振られました、とは言いにくい。真由が黙っていると、レオナはますます眉間に皺を寄せた。

　そこへ、同じ企画部の女性社員を三人連れた赤城が、ふたりの元へやってきた。後ろにつれている女性社員の面倒くさそうな顔を見た瞬間、真由もレオナもなんとなく察する。が、あえて言葉にはしない。

「初瀬さん、香取さん。今からランチでしょう？　なら、私達と行かない？　最近この近くに、美味しいフレンチのお店が出来たのよ」

　赤城が女性社員をランチに誘うのは、かなり珍しい。だがその理由は、だいたい自分の自慢話がしたいか、自分の引き立て役を連れたいだけである。今回もそのどちらかだろう。

　本当なら断ってしまいたい。だが真由もレオナも、入社当初、この誘いを断った後から目をつけられ、イジメの対象にされたことがある。その時もレオナはすぐ赤城に謝ったが、真由だけは最後まで屈しなかったのだ。だから赤城は、今も真由を敵視している……と思われる。

　そんな敵であるはずの真由をランチに誘ったからには、なにかしら理由があるのだろう。真由は少し悩んだものの、断った後の面倒さを考え、渋々行くことに決めた。

　赤城が連れてきたのは、三日前にオープンしたばかりのフレンチレストラン『スーリール・ドゥ・ソレイユ』だ。東京都内に本店があり、関東圏内に合計で四店舗を出店している。よつば市の有名なホテル、よつばグランドホテルにも入っている。

（八島さんと初めて会った時に連れて行かれたのが、あのホテルなのよね）

　そういう意味で、真由は覚えていた。

　もちろんそれだけではなく、『スーリール・ドゥ・ソレイユ』はどの店も一流の味を提供してくれる。なおかつ接客も素晴らしく、非の打ち所がない。

　最近、本店が三ツ星を獲得したとかで更に有名になり、雑誌やテレビにも紹介されていた。

　そんな『スーリール・ドゥ・ソレイユ』が、よつば市のオフィス街にオープンしたとあって、オープンから今も、絶えず行列が出来ていた。他の店と違いランチに力を入れており、しかもリーズナブルとあって、特に女性客が飛びついている。

　赤城はそれを見越して、事前に予約していた。行列の横を通り過ぎて、六人は店内へ入っていく。

「いらっしゃいませ」

　値段がリーズナブルでも、接客に手は抜いていないらしい。高級ホテルのような丁寧な対応に、くすぐったさを感じながら席に座った。真由の隣にはいつものようにレオナが、そして向かいに赤城が座る。

　店内は白を基調としており、そこに観葉植物のグリーンがよく映えていた。全体的に優しい雰囲気を与える上、店内ＢＧＭが静かなクラシックなので、ただお茶をするだけでも満足いく時間が得られる。

　他の『スーリール・ドゥ・ソレイユ』は黒を基調としたシックで大人の雰囲気らしいが、ここは昼がメインということで柔らかな色に変えたらしい。

　どれも赤城の話してくれる知識だが、どれもテレビでリポーターが言っていたことだ。最近落ち込んでテレビも雑誌も見ていなかった真由以外は、みんな知っている。なので話を聞くフリをして、聞き流している。

　しかしリーズナブル、とは言ってもそこはフレンチ。普段、真由が食べるようなランチよりも若干お高い。悲しんでいたことも忘れて、真由はお財布と相談。結果、赤城と同じランチセットのトマトリゾットを注文することにした。レオナと他の三人の女性社員は、日替わりパスタだ。

　しばらく六人で……と言っても、そのほとんどが赤城の自慢話だが、会話を楽しんでいると、料理が運ばれてきた。それを見た瞬間、真由は声を上げそうになった。

（まさか、でも……）

　あまりにも似すぎていて、真由はスプーンも持たずに固まってしまう。そんな真由に、レオナが肩を揺らして声をかける。

「ごめん。ちょっと、ボーッとしていて」

　レオナに向けて苦笑いを浮かべていたのに、声をかけたのは赤城だった。

「こんな高級店には来たことがないから、気後れしているのかしら」

　食事を楽しもうという時でも、赤城は真由をけなしてくる。せっかくのご飯が美味しくなくなる、と内心苛立つが、真由は顔に出さずに笑った。

「そうかもしれません」

　それから改めて、真由はリゾットを口にした。

「っ！」

　疑いは、確信へと変わる。リゾットが口の中に広がると、真由の心は一緒にとろけていく。同時に、涙が湧き上がってきた。それを慌てて手の甲で押さえ、鼻をスン、とすする。五人には気づかれなかったようで、女性社員達やレオナは、それぞれ「美味しい」と声を上げていた。

　そんな言葉の中、小さく笑う声が聞こえてきた。真由が視線を向けると、赤城はわざとらしく目を伏せ「ごめんなさい」と言いながらナプキンで口元を拭う。それから改めて、真由を見据えた。

「初瀬さん、内側のスプーンでリゾットを食べたでしょう？」

「え……ああ、そうですね」

　それがなにか？　と思う真由に対し、赤城は更に声を立ててクスクスと笑う。一体なんなんだと少し苛立ちを感じ、眉根を寄せた。

　赤城は笑いながら、自分のテーブルに並んでいる銀食器のうち、一番内側のスプーンを持ち上げる。それは、今、真由が使っているスプーンだ。

「あのね、フレンチではスプーンは外側から順番に使うのがマナーなのよ」

「え……っ」

「一番外側がスープ用のスプーンで、それからリゾット用。香取さん達はパスタだからこっちのスプーンはないけれどね」

　そんなこと微塵も知らなかった真由は、慌ててレオナに目を向けた。どうやらレオナは知っていたみたいで、なにも言わずに頷く。それを見た瞬間、血の気が引いた。いくらランチとはいえ、マナー違反なことをしてしまったのだ。

「いくらお店に行ったことがないって言っても、マナーを知っておくのは大人として常識でしょう？　まったく、恥ずかしい人ね」

　赤城は他の女性社員へ同意させるように「ね？」と尋ねる。女帝である赤城に問われたら、彼女達は「イエス」と答えるしか出来ない。レオナだけはなにも言わなかったが、それでも表立って真由をかばえない。

　真由だけが「恥知らず」のレッテルを貼られ、赤城やみんなに笑われてしまう。

　これが職場なら、まだ耐えられた。いつものことだと流すことも出来た。しかしここは彼女達の関係を知らない他の客もいる。なのに赤城は、他人の前で堂々と真由を蔑んだのだ。使い方を間違えていたことを指摘するだけではなく、笑いものにするなんて……真由は耐えきれずに俯いてしまう。

　千尋に振られたこともあって、真由の心は弱くなっているらしい。涙がじんわりと目頭に滲んできた。それを必死に手の甲で拭い、奥歯を噛みしめる。

（このリゾットを食べた時は、一瞬でも幸せだったのに……）

「失礼いたします」

　低いがよく通る声が、真由達の座るテーブルに向かって聞こえた。顔を上げない真由には誰だかわからないが、赤城達はその顔を見た瞬間、ざわつき始める。一体どうしたんだろう、と真由は恐る恐る顔を上げた。

　真由のすぐそばで立つその人は、パリッとした黒のパンツに、シルク素材のなめらかなワイシャツを着ていた。その上には、パンツと同じ素材だろう、光沢のあるベストを着ている。その、顔は……。

（八島さん!?）

　どうして？　と声を上げそうになる真由だが、千尋は赤城を見ている。一体なにが起こっているのか。うろたえていると、レオナがそっと耳打ちをした。

「この人、『スーリール・ドゥ・ソレイユ』のオーナーよ」

　そんなことは初耳である。千尋はあくまでもイケメンレンタルの従業員だ。確かに本業は別にあると聞いたことはある。しかし、真由はレンタル彼氏での姿しか知らない。

　よく似た別の人？　いいや、間違いなく今、真由のそばで立っているのは千尋だ。

　どうやら赤城や他の女性社員達も千尋のことは知っているらしく、「オーナーが自ら」と動揺を隠せない。それは他のテーブルに座る客も同じようで、食事中にも関わらずこちらをチラチラと見ている。

「私、『スーリール・ドゥ・ソレイユ』のオーナー、八島千尋と申します。今回はご利用いただき、ありがとうございます」

「こちらこそ、美味しい料理を提供していただいて光栄です」

　赤城は率先して、この店が他と違ってどれだけ素晴らしいか、ということや、千尋の経営手腕は素晴らしい、といった褒め言葉を列挙している。どうやら千尋の顔は赤城好みらしく、頬は微かに赤く染まり、目もどこか女のそれだった。しかし千尋は特に気にした様子もなく、それをニコニコと笑顔で聞いている。

「今回は、リゾットと日替わりパスタをご注文いただいたのですね。リゾットの味はどうでしたか？」

　赤城は自分に問われたと思ったのだろう。更に興奮気味に口を開いた。

「フルーツトマトを使っているんですよね。ほどよい酸味で、とても食べやすかったです」

　赤城の感想を笑顔で聞いていた千尋だが、なにも答えず視線を真由へ向けた。

「そちらのお客様は、いかがでしたか？」

「え、あ……私、ですか？」

「ええ。リゾット、ご注文いただきましたよね」

　とっさに言葉が出てこず、口をパクパクとさせてしまう。そんな真由を見て、赤城が鼻で笑った。

「その子は食器の使い方も知らないんですよ。そんな子に聞いても、八島オーナーのお時間の無駄ですよ」

　こんな時でも真由を貶めようとしている。それを聞いたら、さすがの真由も苛立ちの頂点に立った。なにより、言われっぱなしは趣味じゃない。

「私も、とても美味しいと思いました。トマトの酸味を牛乳で消すなんて、すごいですね。でもおかげで、とてもまろやかになっていて、食べやすかったです」

　真由の感想に、赤城は目を丸くする。しかし、すぐに鼻で笑った。

「牛乳なんて、入っているわけないじゃない」

　他の客にも聞こえるようなボリュームでそう言い切る。そんな赤城に、千尋はまた笑みを向けた。

「いいえ、こちらのお客様の仰る通り、このトマトリゾットには牛乳を使用しています」

　千尋のよく通る低い声が叩き出した正解に、赤城が固まってしまった。その声は、同じテーブルのメンバーにも、他の客にも聞こえている。

「牛乳で酸味を和らげ、コンソメスープで味を整えているんです。このリゾットは、私がフランスへ留学していた頃に、宿泊先の奥様に教えていただいた、家庭の味なんですよ。野菜を小さくサイコロ状に切ることで、子どもや胃の弱い人にも食べられるんです」

　千尋の話に、何人かは感心したように頷いていた。

　だが、自分の意見を真っ向から否定された赤城は別だ。さっきまでの、恋にとろけた顔はどこへやら。眉を吊り上げ、耳まで真っ赤にして震えている。

　そんな赤城を一瞥してから、千尋はテーブルにいるレオナや、他の女性社員をゆっくり見回した。

「確かに高級料理は美味しいですし、素養も身につきます。ですが、それだけではいけません。どんな食材が使われているのか、それを理解しながら食べてみてください。それだけで、舌を養うことが出来ます」

　そこで話を切ると、千尋は深く頭を下げる。

「長々と話してしまい、申し訳ありませんでした。では、残りの時間もごゆっくりお過ごしください」

　レオナが「はい」と最初に返事をすると、他の女性社員達も頷きながら返事をした。それを聞いてから、千尋は赤城達に背を向けた……が、視線だけを真由へ向ける。

　そして、他の人にはバレないように、そっとウィンクを投げて寄越した。それを見た瞬間、真由の胸は飛び出しそうなくらい跳ね上がった。頬にも、熱が差す。その姿を見て千尋は更に楽しそうに笑いながら、キッチンへと戻っていった。

「八島さんって、ただ店を経営しているだけじゃなくって、お料理も出来るのね」

　レオナの一言に、女性社員達が目を輝かせながら頷く。

「ね！　リゾットはオーナーが考えたレシピなんて……それを知っていたら、リゾットにしたのにー」

「今度はリゾットにしましょうよ。ね！」

　パスタを食べていたメンバー達は、もう次の話に興じている。しかし赤城だけが、その輪に加わらない。真由に恥をかかせるつもりで、自分が恥をかいたのだ。当然だろう。

　それに気づいていないのか。それとも気づいていて、あえてスルーしているのか。女性社員達は赤城に話を振ろうとしない。すぐにやってきたデザートを食べながら、手料理の話で盛り上がっていた。

　だが、赤城がいつまでも大人しくするわけがない。話を遮るように、テーブルを叩いて立ち上がった。その音は甲高く、店内にも響き渡ってしまう。おかげで女性社員やレオナだけでなく、店内の客達も訝しげに赤城を見ていた。

「あの人、さっき見当違いのこと言っていた人よね。下品な音を立てて……」

「いるのよねえ、ああいう知ったかぶりしちゃう人……」

　そこかしこで囁かれる声が、真由の耳に届く。もちろん、それは赤城にも聞こえているんだろう。ますます体を震わせた。

　さすがにフォローした方がいいだろうか。真由だけでなく他のメンバーも同じことを思って、赤城を見つめる。だが彼女達の気遣いより先に、赤城はレジに向かって歩き出した。　その場にいた五人は顔を見合わせて……まだデザートを食べ切っていなかったが、すぐに赤城を追っていった。

　赤城はレジに立っていた女性従業員に文句を言いながら、自分の分を払っている。

「私はお客様よ？　その客を不快させるなんて、店としておかしいんじゃないの？」

「申し訳ございません……」

「まったく、オーナーからしてあんなんじゃ、店の質もたかが知れているわね」

　言うだけ言うと、赤城は真由達など知らない、とばかりに出ていってしまった。赤城の勝手さに呆れながらも、女性社員達は黙って自分の食べた分を払い赤城を追いかけていく。

　レオナも払い終えると、渋々、という顔で外に出た。それを見送りながら、最後に真由がお金を払う。

「うちの上司がご迷惑おかけして、すみませんでした」

「いえ、そんな……！　お客様をご不快にさせたのは当方ですから。お気になさらないでください」

「だけど……オーナーさんに言われる前から、大きな声で喋っていたし、お店の雰囲気壊していましたよね。なら、やっぱりこちらも悪いです」

　真由が深々と頭を下げていると、女性従業員の後ろからクックッと押し殺すような笑い声が聞こえてきた。真由が顔を上げ、女性従業員が振り返る。すると奥から、千尋が顔を出した。

　視線が集まっていることに気づいたらしく、千尋は口元に当てていた手を腰に当て、軽く息を吐き出して真由を見た。

「上司のしたことをあなたが謝るなんて……おかしいじゃないですか？」

「そんなことないです。だって、同じグループの人間がしたことなら、私が謝るのは当然です」

「なるほど……だから真由ちゃんは……」

　誰にも聞こえないようになにか呟いてから、千尋は女性従業員を奥へ向かわせた。それからレジを出て、改めて真由の前に立つ。

「では、私もあなたに謝らなければいけません。みなさんの前で、あなたの上司を貶す結果となってしまい、申し訳ありませんでした」

　千尋が深々と頭を下げると、真由はどうしていかわからず、うろたえてしまう。そんな真由の手を引いて、顔を近づけた。突然の出来事の連続ですっかり驚いてしまう真由。そんな彼女に向かって、千尋はオーナーとしての顔ではなく、レンタル彼氏の時の笑みを浮かべた。

「余計なことをして、すまなかったね」

「八島、さん……もしかして、あれ、わざとですか？」

　真由が恐る恐る尋ねると、千尋は大きく頷く。その顔は微笑から、苦笑へと変わっていった。

「本当は、声をかけるつもりはなかったんだ。レンタル以外で依頼人と接触するのは、ご法度だからね。でも……真由ちゃんが意地悪されているのを見ていたら、我慢出来なかったんだよ。真由ちゃんは上司の尻拭いも出来るいい子なのに、僕はダメな大人だね」

　頬を掻いて反省を見せる千尋に、真由は激しく頭を振った。その真剣な顔を、千尋にずいっと近づける。

「あの時……八島さんがうちの上司を言い負かした時、本当は私、ざまあみろ！　って思っていました！　いつも口だけだからそういうことになるのよ！　って。だから……私、いい子なんかじゃないです」

　真由の必死な様子に千尋は目を丸くし……次に、口元に手を当てて、おかしそうに笑い声を立てた。もちろん店内なので、その声はとても小さいものだが。

　どうして笑われているのかわからない真由は、きょとんとしてしまう。だが、千尋の優しいだけじゃない一面を見られたことで、真由の胸は温かいもので満たされる。そして改めて実感するのだ。

　ああ、私は八島さんが好きなんだ、と。

　頬に熱が帯びるのを感じながら、真由は自分に問いかける。契約違反だからと言って、好きって気持ちを捨てるの？　年齢差があるからって、千尋を諦めきれるの？

　答えは、すべて否だ。

　たとえそれが契約違反で、二度と千尋をレンタル出来なくなったとしても。親子にしか見られないとしても。自分は、千尋が好きなのだ。

（なにを迷っていたんだろう。私らしくないな。私は自分の想いを捨てるような真似はしたくない。二度と八島さんに会えないとしても、私は、私の好きを貫く）

「八島さん！」

　名前を呼ばれた千尋が、手を離して真由を見る。その顔に自らずずいっと近づいていき、拳を握った。

「今日、レンタルしてもいいですか!?」

　もちろん周りには聞こえないように。

　真由の真剣な表情になにを思ったのか。千尋は少し考える仕草を見せてから、言葉にはせず、ただ黙って頷いた。






※






　その日の夜、レンタルした千尋を連れて真由が訪れたのは、ホテルのバー。あの日、千尋が酔って真由に強引なキスをしたあのバーだ。

　以前と同じ、夜景がよく見えるカウンター席に座ると、ふたりはさっそくグラスを重ねた。真由はノンアルコールカクテルである、シンデレラを。千尋はビールだ。

「八島さんが、レストランのオーナーさんだったなんて……びっくりしましたよ。なんで教えてくれなかったんですか？」

「言ったよ？　本業は別にあるって。それに、オーナーをやっていることは隠していないからね」

「それはそうなんですけど……でも、オーナーとしての仕事があるのに、レンタル彼氏までやるなんて……どうしてですか？」

　気になることが山積みで、真由はさっきから千尋に質問してばかりだ。千尋はそれを嫌だとも言わず、ただ口元にだけ笑みを浮かべて答えていく。

「実は、社長の吾妻さんとは幼なじみなんだ。小さい頃から、よく一緒に遊んでくれていてね。吾妻さんが事業を始めるって言うから、なにか手伝えることがあるならって申し出たら……レンタル彼氏になっていたんだよ」

　それを笑いながら、事もなげに話してしまうので、真由は呆気に取られてしまった。千尋もその反応は想定内だったらしく、笑いながらビールを口に含んだ。

「もちろん本業を優先しているから、基本的には指名のみにしか対応しないんだ。けど真由ちゃんの時は、たまたま暇なのが僕しかいなかったんだよ」

　それを聞いて、真由はわずかに息を飲んだ。それじゃあ、まるで……。

「だから、真由ちゃんと僕が出会えたのは奇跡か……そうでなきゃ、運命だね」

「っ！」

　同じことを考えていた真由の胸が、大きく弾む。だが、今日真由が千尋をレンタルしたのは、こんなところでときめくためではない。カクテルを一気に飲み干して、千尋の名前を呼んだ。

「八島さん、この前もこのバーで飲んだこと、覚えていますか？」

「もちろん。あの時は酔っちゃったけど、もう大丈夫だよ。あの時は新店舗オープンに向けてバタバタしていた時だったから、疲れも出ちゃって……本当に恥ずかしいところを見られたね」

「その、酔った時のことなんですけど……実は私、黙っていたことがあるんです」

　一度黙ってしまったことを、今になって言うのは躊躇われる。でも……黙ったままでいるのは、千尋に嘘をついているようで、真由には耐えられなかった。

　真由はあの日起こったことを、ありのまま話した。幸い、周りに人はいなかったので、車での出来事も包み隠すことなく。途中、恥ずかしくて何度も言葉がつっかえてしまった。それでも……あの激しい一夜を、最後まで話す。

　それを聞いていた千尋の顔色は次第に青ざめていき、最後は頭を抱えてしまった。それはそうだろう。酔った勢いで抱きました、なんて、普通に考えれば最低の行為だ。

「本当にすまない！」

　土下座でもしそうな勢いで頭を下げた千尋に、真由は慌てて顔を上げさせる。しかし千尋は、それを頑なに拒否した。

「とても君に顔向け出来ないよ。仕事でもないのに、真由ちゃんを抱くなんて……」

　やはり千尋は、仕事でないなら真由を抱かない。つまり、真由はあくまでも「お客様」なのだ。

　改めて事実を突きつけられ、真由の胸を張り裂けそうなほどの痛みを訴える。それでも、一度決めた以上は逃げたりしない。それが真由だ。ぐっと拳を握りしめて、きゅっと下唇を噛んだ。

「本当に、謝らないでください。だって私は……私は、八島さんが好きだから、受け入れたんです」

　勇気を振り絞った真由の震える声に、千尋の体がピクリと震える。

「依頼人が、レンタル相手に恋をしてはいけないことは、知っています。告白は契約違反なのも。それでも……好きになったら、止められないんですっ」

　言いながら、目尻を赤く染めながら千尋を見つめる。彼はまだ顔を下げたままだったが、言葉は届いている。真由は、構わず話し続けた。

「誰にでも優しいのは知っています。それでも……そんな優しいところが好き。ちょっと子どもっぽい笑顔も、好き。私の手を握るあの大きな手も、好き。低くてちょっと掠れている声も、好き。自分でも気づかなかった。でも……好きになっちゃったんだから、仕方ないでしょ！」

　最後は、羞恥心でほとんどヤケになっていた。でも……言いたいことはすべて言えた真由の顔は、すっきりしていた。

　言葉が途切れ、ふたりの間に静かな時間が流れる。

　真由は一言も発さなかった。千尋も、しばらくはなにも言わなかったが……何十分経ったかわからない頃、ゆっくりと顔を上げた。実際は、ほんの数秒だったかもしれない。でも死刑宣告を待つ真由には、それほど長く感じられた。

　千尋の優しい目が、いつになく真剣さを帯びている。その目で見つめられるだけで、真由の体はどうしようもなく熱くなってしまう。だけど今は、それを抑えて……彼の目を、じっと見つめ返した。

「好きになってくれて、ありがとう。だけど……私はレンタル彼氏。お客様とは、お付き合い出来ません」

　やっぱりか。

　わかっていたこととはいえ、実際言葉にされてしまい、泣きたい気持ちになった。そんな真由から視線を外し、千尋はビールを一気に飲み干す。空いたグラスをカウンターへ置くと、自身がつけているスイスメーカーの腕時計を真由へ突きつけた。

「ですが、お客様でなくなれば……そこから先は仕事ではありませんから、私がどう行動するか、どんな想いを抱くかはわかりません」

「それって……」

　真由は時計を見て、はっと息を飲む。気づけばレンタル時間終了まで、一分を切っていたからだ。

　千尋は腕時計を指差して、真由を見つめる。いつもの、柔らかな笑みで。

「延長、なさいますか？」

　それに対する真由の答えは、もう出ている。

　秒針が、十の位置を過ぎた。

「いいえ」

　次に、十一の位置を過ぎてから……。

「でも、ここから先の、あなたの個人的な時間をください」

　秒針は、十二を超えた。

　レンタル終了だ。

　その瞬間、千尋は腕を伸ばして、真由の体を腕に包み込む。そのまま、真由の耳元に唇を寄せた。

「喜んで」
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　千尋が「真由の部屋を見てみたい」と言うので、ふたりはタクシーで真由の家へ向かった。

「狭い家ですけれど……」

　そう断りを入れて、部屋の中へ案内する。

　毎日掃除出来るわけではないので、散らかっている部屋を、あまり見せたくはない。そんな真由の思いとは裏腹に、千尋は特に気にするでもなく、緑色のカーペットを敷いた上へ腰を下ろした。

「真由ちゃんらしい部屋だね。シンプルだけど、ところどころに女性らしさを感じさせる」

「そうなんですか？　自分ではよくわからないんですけど……」

　そうなんだよ、と千尋は笑って、真由を手招きした。お茶の準備でも……と思っていた真由は少し悩んでから、誘われるまま、千尋のそばに腰を下ろす。

　向かい合った真由の手を、千尋が包み込むように握った。今まで何度か手を繋ぐことはあった。でも好きだと自覚してからは、千尋にどこを触れられても心臓が跳ねてしまう。今も、飛び出しそうなほど鼓動していた。

「真由ちゃんは、レンタル彼氏としてじゃなく、個人として僕を好き……なんだよね？」

「は、はい！」

「じゃあ、僕が優しかったのはレンタルされているからで、実は性格が悪くて酷い男だとしても？」

　その言葉に、真由は目を丸くして固まってしまう。しかし、千尋は真剣な顔だ。すると真由は顔を崩し、笑い声を上げてしまう。

「それはありえません。八島さんは、私生活でも優しいですよ」

「どうしてそう言い切れるのかな？」

「だって……」

　言葉を切った真由は、よほどおかしかったらしく、笑いすぎて涙を滲ませている。それを指で拭ってから、改めて千尋を見据えた。

「私が倒れた時、八島さんは仕事でもないのに私を最後まで看病してくれました。お金を受け取るなら仕事ですけど……あなたは受け取らなかった。つまり、そういうことです。それに私は、優しいからというだけで八島さんを好きになったんじゃありません。うちの上司にはっきり物を言うあの男らしいところも、好きなんですよ」

　自信満々な真由の言葉に、今度は千尋が声を立てて笑う番だった。

「真由ちゃんが、僕をどれだけ好きなのか、ちゃんと伝わったよ」

　自分の気持ちをさらけ出すのは、誰だって恥ずかしい。それは真由も同じで、千尋の言葉に頬を赤らめ、落ち着かないようで身動ぎした。

　千尋は包んだままの真由の両手を持ち上げ、自分の口元へ持ってくる。その指のひとつに、そっとキスを落とした。

「君が勇気を出してくれたんだ。次は、僕の番だね」

　千尋の目が、真由だけを映す。

「最初は、真由ちゃんのまっすぐで、僕がなくしてしまった純粋さを持ったところが、とても羨ましくてね。それが……いつの間にか、恋に変わっていた。君の一生懸命なところが、大好きになったんだ」

　千尋も、やはり恥ずかしいようだ。次第に頬を朱に染める。

　その頬を人差し指で掻きながら、眉尻を下げて笑った。

「なんてね。本当は、真由ちゃんの笑顔に一目惚れしたんだよ。年甲斐もないと、自分でも思ったんだけどね。真由ちゃんが僕に向かって、嬉しそうに、楽しそうに笑ってくれると、胸が弾むんだ」

　千尋の赤い顔が伝染したように、真由は耳まで赤くなってしまった。今にも倒れそうなほど熱を帯び、呼吸もままならない。

「君は僕にとって、依頼人だ。しかも二回り近く年も離れている。だからこの想いは、最初から断ち切るつもりでいたんだよ。真由ちゃんには、他にいい男がいくらでもいる……ってね。実際、同じ年頃のかっこいい男の人と、仲良さそうにしていたのを見た時は、本当に諦めるつもりだったんだ」

　そんな人物には心当たりがない。真由が首を傾げると、千尋も同じように首を傾げてしまう。ふたりして首を傾げては、話が進まない。すると、千尋が口を開いてくれた。

「君がバーに誘ってくれた日、ホテルのロビーでかっこいい男の人と話していたよね？　肩まで抱いていたから、僕はてっきり彼氏かと……」

「ホテル……肩を抱く……あの！　その人の髪型、襟足を伸ばしていませんでしたか？」

　問われて、千尋は「そういえば」と思い出すように呟いた。その男性の姿形に、真由の表情が和らいでいった。と、同時に笑い声が溢れだす。

「それ、私の同僚です。ほら、前に愚痴をこぼした、セクハラしてくる面倒くさい同僚。その人ですよ。あの日は偶然その人に見つかっちゃったんですよ。でも、すぐに振り払って逃げましたけどね」

　千尋はほっとしたらしく、力の抜けた笑みを浮かべながら「そうだったのか」と独りごちた。

「実はあれ以来、真由ちゃんに彼氏が出来たんなら、もう僕はレンタルされないのかなって思っていたんだ。だからあの日、酔って真由ちゃんを抱いたのは……本音が出ちゃったんだろうね。あんな男に渡すくらいなら、僕が……ってね」

　しかし千尋はすぐに首を横に振る。

「いや、それでも同意もなく強引にするなんて、最低だ。本当にごめんね。こんな僕じゃあ信じられないかもしれないけれど……出来るなら、やり直しをさせてほしい」

　千尋の真剣な顔に見つめられながら、真由は小さく頷く。すると千尋は左手だけを離し、その手で真由の腰を抱き寄せた。一瞬でゼロ距離になってしまい、真由の心臓が一気に跳ね上がる。

　息が触れるほど近くに、千尋の顔。好きな人と距離を詰めるのは、真由の心を昂ぶらせた。

　好きが、もっと加速していく。

「好きだよ、真由ちゃん。こんなおじさんでよければ……お付き合いしてください」

「はい……八島さん」

「そこは、名前で呼んでほしいな？」

「あ！　あー……え、えっと……」

　モゴモゴと口を動かして、たったひとりを指す名前を、何度も心の中で反芻して……ゆっくりと、息を吐き出す。

「……好き、です。千尋さん」

　たった一言を伝えるだけでも羞恥心に悶える真由。そんな真由の額に、千尋はそっと自分の額を重ねた。

「よく出来ました」

　そして――ふたりは気持ちを伝えるように、そっと、優しく唇を重ねた。

「ん……」

　千尋とキスを交わすのは、これで三度目だ。だがそのどれも違う。

　今、こうして気持ちを知った上で交わす口づけは、とても甘美。まだ舌も触れていないのに、真由は酔いしれてしまう。

　千尋も、真由の唇の形を確かめるように、ついばむようなキスを贈った。

　ちゅっと可愛らしい音がする度に、真由の心に鈴が鳴る。それは、幸福の音のように感じられた。

　だが、次第にキスは深く、濃くなっていく。

　下唇を軽く食みそのまま軽く吸いつくと、真由の鼻から甘い吐息がこぼれた。

「ん……っ、ん……」

　唇が腫れるんじゃないかというほどに吸われ、体の芯が火照っていく。その熱に誘われるように、今度は舌で唇を撫でた。ぬるりとした感触に、真由は我慢出来ずに身を震わせる。その体を抱きしめながら、千尋は更に執拗に唇を舌でこじ開ける。

　呼吸を求めようとしていたこともあり、真由はうっすらと唇を開いた。すると千尋は、待っていました、と言わんばかりに舌を隙間に差し込んだ。

「ぁ……ンッ……ん……」

　敏感な舌上をいきなり撫でられ、下肢が疼く。だが、舌はそこだけではなく、口蓋や頬肉までも優しくなぞっていった。先程まで飲んでいたビールの味が、舌から伝わって……飲んでもいないのに、真由は酒に酔った気になっていった。

　そうしてキスを続けながら、千尋の手が真由の服を丁寧に脱がしていく。

　衣擦れと水音が重なって、真由の狭い１ＤＫの部屋に響いた。

「真由ちゃんの肌は、相変わらず綺麗だね。きめ細やかで……粉雪に触れている気分になるよ」

　一糸まとわぬ姿にさせて、千尋はうっとりした顔で真由を見つめた。あまり熱心に見られると恥ずかしくて、堪らず顔を逸らす。すると千尋が、肩口にそっと顔を埋めてきた。そのまま音を立てて、甘噛みされる。

　ビクリと体を震わせ、堪らず身を捩る。しかしまた抱きしめられてしまったので、そこから逃げることが出来ない。千尋の与える快感を、その身に受け続けるしかないのだ。

　もちろん、それが嫌なのではない。良すぎるから、困るのだ。

　千尋は肩に無数の赤い花を咲かせながら、右手を真由の胸元へ添えた。そのまま、柔らかな乳房を包み込む。

「ぁ……！　ふ……んっ……んっ……」

　優しく、宝物を扱うかのように揉みしだかれ、真由はくすぐったさと快感を同時に味わう。動きに合わせて、心臓も跳ねているようだった。

　豊かな乳房に指が飲み込まれ、形を変える。その刺激に、頂に飾られた桜色の突起が徐々に尖っていった。まるで触れてほしそうに主張するそれに、千尋の指が時折、掠めていくと、真由は先程よりもずっと甘い声で鳴く。

「そろそろ、こっちも触ってほしいみたいだね」

「い、やぁ……言わないで、ください……ッ」

「じゃあ、触らなくてもいい？」

　少し意地悪に問われ、ますます赤く染まってしまう。そんな彼女に愛おしさを募らせ、千尋は笑みを浮かべたまま、真由の額にキスを落とした。

「ちゃんと触ってあげるよ。真由ちゃんは、ここを触られるのが好きだったもんね」

　恥ずかしくて答えられない。しかし千尋はそれを肯定と受け取って、人差し指の腹でそっと突起を撫でた。

「んぁ……っ」

　まだ撫でられただけだと言うのに、真由は敏感な箇所への刺激に体をビクリと震わせる。それをよしと受け取った千尋の手が、そのまま親指と人差し指で挟んで、執拗にこねくり回した。

　胸の先端から甘い痺れが体中を巡り、真由はひっきりなしに声を上げる。その唇に時折キスを落としながら、緩急をつけて突起を弄っていった。

　乳首が更に主張するように硬くなってくると、一度指を離す。それを寂しく思ってしまい、そんなことを思った自分を恥じる。しかしそんな思いは、すぐに打ち消された。

　真由が荒い息を吐いて休息している隙に、千尋は顔を下げる。そうして、薄桃色から紅色へと色濃くなった乳首をやんわりと食んだ。瞬間、真由の背中にピリピリと電気が流れたような衝撃が走った。

「あっ、ぁっ……んっ……んんっ……」

　指とはまた違った、ぬめりのある感触に、真由の口から甲高い嬌声が溢れる。その声に満足げな表情を浮かべながら、舌は絶えず突起を舐め上げていった。

　舌先で押し回されると、堪らないのだろう。身震いする。その体には熱がこもり、肌にはうっすらと汗が滲んでいた。

　汗ばんだ肌に左手を添え、もう片方の乳房を揉みしだく。そうしてもう片方を、舌先で丹念になぶっていった。

　唾液をたっぷり含ませて、乳首をいやらしく舌上で転がしていく。するとすべりが良い分、先程よりも繊細な快感が真由の体に走っていった。それでも足りない、とばかりにまた食むと、今度は舌で転がしながらちゅくっ、と吸いついてくる。

「……や……んんぅ……ッ、はぁぁ……」

　淫らな嬌声をもらしながら、真由は腰を揺らした。千尋が与える快感が下肢にまで到達し、さっきから疼いて仕方がないのだ。それに気づいているのか、千尋は乳首に一層強く吸いつきながら、乳房に宛てがっていた手を離し、それを下方へと伸ばした。

　両足の隙間、茂みの奥に指が滑り込むと、反射的に足を閉じてしまう。すると千尋は手を止めたまま、わざと音を立ててクチュクチュと舌でこねくり回す。

「ん、ぁ……！　っ、ふぅ……ンッ、や……ぁぁっ」

　一瞬で力が抜けてしまい、閉じた足も開いてしまう。その隙に手を滑り込ませ、今度こそ茂みの奥へ指を這わせた。

「真由ちゃん、もう少し濡れているみたいだね。そんなに気持ちよかったのかな？」

　言葉にされ、真由は恥ずかしさで消えたくなってしまう。

　だが千尋の方は当然、自分の与えた愛撫で濡れてくれたのだから、嬉しいに決まっている。ますます楽しそうな顔で、割れ目に向かって指を這わせた。膣孔に指が触れると、そこから、クチュリ、という水音が聞こえてくる。

　指の腹で滲む愛液を掬い、それを奥まった箇所にある花芯へと撫でつけた。まだ皮に包まれたそこにぬるりとした感触とザラザラとした指が這わされ、真由の体は激しく震える。

「あっ、あっ……んっふぅ……ふぁっ、アッ」

　感じやすい花芽を淫らに擦られ、体の奥からじくじくとした疼きがせり上がってきた。その証拠に、真由の瞳は濡れて潤んでいる。さくらんぼのように小さな唇からは、淫らな声がひっきりなしに漏れていた。

　真由が亜麻色の髪を揺らして喘いでいると、千尋は親指と人差し指で花芽をキュッと摘んできた。その瞬間、目を大きく見開いて背中を仰け反らせた。

「やっ、ぁぁあ……！　ち、ちひろさ……ンッ！」

　強すぎる刺激に、弄られている花芯が膨らんでいく。まるで、もっと触れてほしい、と訴えているかのようだ。それだけではない。膣孔からは更に蜜が溢れ、淫唇を濡らしていった。

　もう耐えきれない、と真由は千尋のジャケットをぎゅっと握りしめる。そのまま、千尋の肩口へ顔を埋めた。

　千尋の大きな手が後ろへ回され、背中を撫でる。優しい手つきは、レンタルしていた時にも、何度か味わったことがある。その時の記憶が刺激されるのか、少しだけ落ち着いていった。

「続きは、ベッドの上でしようか」

「は、はい」

　頷くと、千尋は一度体を離して真由を抱え上げた。しかし二度目のお姫様抱っこでも恥ずかしいようで、顔はうつむいてしまう。そんな真由をベッドへ優しく下ろすと、千尋はその額にやんわりと口づけを落とした。

　千尋はジャケットを脱ぎながら、真由の両足を広げさせる。その隙間に体を滑り込ませると、顔を近づけ……甘い匂いが立ち込める蜜口の近くにキスをした。

　ちゅっ、ちゅっ……と、何度もキスをしていくが、肝心の膣孔には触れない。それが次第にもどかしくなり、真由は腰を揺らす。それがどういう意味なのかわかっているのだろう。千尋はクスッと笑い、足の付け根にもキスを落とした。

　そして、一度顔を離した……と思ったら、今度は前触れもなく、花芽に吸いついてきた。クチュリ、というぬめった音を立て、赤く膨らんだ花芯が口腔に包まれる。

「あっ……んんっ！　やっ、ぁぁ……やぁぁんっ」

　強すぎる刺激に、目の前がチカチカと点滅するような錯覚を覚えた。

「嫌？　じゃ、ないよね。こんなにもいやらしく濡らしているんだ……もっと気持ちよくさせてあげるよ」

　千尋の舌はあくまでも優しく、毛布で包むように鋭敏な花芯をこねくり回す。だがいくら優しくても、敏感なそこを舐めしゃぶられれば、強い快楽を生む。

　むせ返るような女の匂いを撒き散らし、内太ももを痙攣させる。その唇からは、甲高い嬌声がひっきりなしに上がる。真由の全身は、千尋を誘うために色づいていった。

　千尋も真由の痴態に興奮し、肉茎が硬く反っていくのを感じていた。スラックスを押し上げるほどに隆起したそれを、しかしまだ晒さずに、真由へ刺激を与え続ける。

　ひとしきり花芯をなぶると、今度はその舌を膣孔へと這わせた。唾液のようにしたたる蜜を舌で舐め取り、淫唇から蜜口の奥へと差し込む。

「ふ、ぁ……んっ、くぅぅ……あっ、あっ、ああっ」

　柔らかな粘膜を舌でなぞられ、今まで感じたことのない快楽が押し寄せてきた。下腹部が締めつけられるような疼きに、真由は快感の涙をこぼしながら、全身を硬直させる。

　快感を更に引き出そうとするように、舌はクチュクチュと卑猥な水音を立てながら膣襞を丹念に舐めていった。硬いそれとはまた違った、柔らかな刺激に、真由の頭は真っ白になっていく。

「一度、達してしまう方がいいかな？」

「……ぁ……そ、れは……いや、です」

「じゃあ……」

　腕を伸ばした真由が、千尋の髪にそっと触れた。指の間に髪を差し込みながら、自分の方を向かせる。

「一緒が、いいです」

　あえて「なにを」かは言わなかった。いや、恥ずかしくて言えなかった。しかし千尋には、それで充分伝わる。

　千尋は笑顔で頷くと、上半身を上げた。そしてシャツ、スラックスを……彼をまとうすべてが、脱ぎ捨てられていく。

　初めてマジマジと千尋の裸を見た真由は、その体に釘付けになってしまう。

　持っていたゴムを陰茎に装着していた千尋は、真由の視線に気づいて照れくさそうにはにかんだ。

「おじさんの体だろう。昔はもうちょっと筋肉があったんだが……運動を怠ったせいで、今じゃすっかり衰えてしまったよ。見苦しいな」

「そんなことないです！　その……とても、綺麗だな、と思って」

　突然の褒め言葉に、千尋の目が点になってしまう。だがすぐに噴き出して……額を重ねてきた。

「真由ちゃんの方が、ずっと綺麗だ」

「そ、そんなことは……」

「綺麗だよ。心も、体も。なにより、僕の手で、舌で色づいていく姿は本当に可愛くて……ずっと見ていたくなる」

　千尋の唇が、ちゅっと音を立てて真由の唇に吸いつく。そのまま二度、三度とついばむような口づけを贈られる。

「だから、君のその可愛い姿をもっと見せてほしい」

　可愛い、綺麗なんていう賛美を聞く度に、真由はくすぐったくなってしまう。でも、他の誰でもない千尋から言われると、同時に嬉しさでいっぱいになった。

　温かい心のまま頷くと、千尋に両足を開かされる。その隙間に千尋が体を滑り込ませた。そうして、いきり立った肉棒を、濡れそぼった膣孔へと押し当てた。

　ヌブリ、と音を立てながら、熱く脈打つ肉茎が膣孔を押し開く。内部は、まるで挿はいってくるのを待っていたかのように脈打ち、楔を飲み込んでいった。太く、硬いものからの圧迫感がすごいのだろう、真由は仰け反りながら、髪を肩口で揺らすように、首を振る。そして酸素を求める金魚のように、口をパクパクと開いた。

「ぁ、ぁあ……私の、中……千尋さん、のが……ぜん、ぶ……はい、って、る……」

　真由の体は、歓喜に震える。そんな真由に、千尋は上半身を屈め、キスを贈った。

「僕達、これで三度目だけど……今日からが本当、だからね」

「はい……っ」

「これから、何度でもしよう。でもそれは仕事じゃない。心を重ねる恋人同士のセックスだ」

　泣きながら頷く真由に、千尋はもう一度キスをする。そのキスに、心が満たされていくのを感じた。

　いや、心だけではない。体だって、今、こうして満たされている。

「じゃあ、動くからね」

　達する寸前だったこともあり、膣襞もすでに快感でうねっていた。その中を火照った肉棒に擦られると、真由の意思とは無関係に、更に淫らにうごめいてしまう。

　濡れすぎた膣は、抽送を繰り返す度にジュブジュブと淫らな音を立てる。その音でより一層敏感になり、真由はあられもない声を上げてしまう。けど恥ずかしいと思うより先に、体が欲を求めてしまうのだ。

　膣襞は彼の熱を求めてうねり、更に奥へと誘う。その奥を突き上げられると、蜜がトロリ、と溢れ出す。愛液によってすべりがよくなると、抽送は激しさを増した。

「ふぁ……ぁっ……ん……気持ち、いい……」

　熱杭の先端に子宮口を突かれると、我慢出来ないほどの快楽が押し寄せてきた。真由は自然と千尋の背中に手を回し、爪を立ててしまう。その痛みを感じながらも、今は下肢への快感の方が勝っているらしい。千尋の腰は動きを止めない。

　千尋が腰を引くと、肉棒の先端部、赤く熟れて張りがある部位が膣壁と擦れる。それだけでも気持ちよくて真由は飛びそうになってしまうが、それが次の瞬間には、勢いよく押し込まれる。すると先程感じた快感は二倍になって、真由の体を襲った。

「んっ、ぅ……あっ、ぁあ……ッ、はぁぁ」

　千尋の肉棒が抜かれると、膣襞がめくれ上がる。そのまま一気に押し込まれるのが堪らなく気持ちいい。もう恥ずかしい、だなんて感覚は薄れている。今はただ、与えられる快楽を貪りたい。

　抽送の激しさに合わせ、膣襞がキュウッと肉茎を締めつける。千尋もその感触に射精感を煽られるのだろう。小さく呻いた。大きいと思ったそれは更に硬度を増し、圧迫感を募らせた。

「真由ちゃんの腰、揺れているね。自分から腰を振るなんて、エッチな子だ」

「そ、そんなこと……ない……っ、ん……ぁぁっ」

　しかし千尋の言う通り、彼女の腰は動いていた。千尋をもっと受け入れるように……もっと動かして欲しい、とねだるように。

　そんな真由の動きで、交わり合う淫らな水音がより激しく聞こえるようになった。

　自分の痴態を囁かれ羞恥に顔を染める。その恥ずかしさを、千尋の肉棒が更に煽った。最奥にまで亀頭を突き立て、そのままグリグリと子宮口を抉ったのだ。

　真由の火照った体が、千尋の匂いに埋め尽くされていく。

「はぁ……いいよ。すごく、気持ちいい……僕の方が先にイッてしまいそうだ……っ、はぁ……真由ちゃん……ッ」

　千尋は熱い息を吐き出しながら、切ない声で真由を止める。その激しい腰の動きに、真由も自ら求めていった。その動きで花芯が擦られ、彼女は一層興奮のるつぼに落ちていく。

　膣孔の中を激しくかき回され、泡だった蜜液が繋がった箇所から溢れる。それがシーツを汚すのも構わず、千尋は更に激しく真由の蜜壺の中に己の肉棒を突き立てた。ズチュッ、という卑猥な音が響き、真由の耳を犯す。

　膣襞が痙攣し、限界を知らせる。

　もう体の内側が熱いのか、外側なのか、わからない。

　真由の中を貫く肉茎が、ドクドクと脈打った。

「ごめん……ッ、出す……！」

　千尋に囁かれると同時に、真由は頷く暇もなく喉を震わせた。同時に、全身がガクガクと激しく震わせる。

「あンッ、ぁぁぁああっ！」

　一際高い声を上げ、背中を仰け反らせた。瞬間、膣襞が今までになく痙攣し、子宮まですべてが陰茎を締めつける。その感触に誘われ、千尋もゴム越しにではあるが、中へ向かって精欲を吐き出した。

　吐精が終わる頃、千尋は真由の顔を見下ろした。とろけきった目は焦点が合っていないようだったが、千尋を認識すると、うっすらと微笑む。その笑みに千尋は安堵の息をもらし、繋がったままそっと抱きしめた。

「好きだよ、真由ちゃん」

　その言葉は、どんな激しい欲望の後でも真由の心を満たす。

「私も……千尋さんが大好きっ」

　そうしてしがみつくように抱きついた真由に、千尋は柔らかな口付けを落とした。






※






　シャワーで互いの汗を流した後、そこでもう一度だけ繋がってから……ふたりは、揃ってベッドへ潜り込んだ。狭いベッドだが、真由が落ちないよう、千尋がしっかりと抱き寄せてくれている。
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　裸で触れ合う温かさにうっとりしながら、千尋へ身を寄せた。そんな真由が愛おしくて堪らない、とばかりに、千尋は彼女の亜麻色の髪を撫でる。

「これから……千尋さんは、レンタルじゃなくって本当の彼氏、なんですよね？」

「ああ」

「じゃあ、依頼しなくてもいつでも会える？」

　どこか怯えたように尋ねる。と、千尋が額にキスを落とした。

「いつでも、どこでも、君が呼んでくれれば駆けつけるよ」

　その一言で安心したらしい。真由は力の抜けた笑みを浮かべた。

　しかし、なにか思い当たることがあったらしい。突然目を見開いて、大きな声を上げた。

「あ！　でも、契約違反になったら……」

「そうだった……どうしよう？」

　なんの考えもなかったのか、と驚く真由。しかし千尋は特に気にした様子もなく、どんな言い訳をしようかな、なんてのんびり考えていた。

「もしかしたら、別れろって言われるかも……」

「うーん。もし吾妻さんがそんなことを言ったら……」

　少し悩む仕草をした後、千尋は満面の笑みを浮かべた。そこに広がるのは、年よりずっと幼い、子どものような顔。

「僕達ふたりで、愛の逃避行をしよう！」

「逃避行……」

　真由がぽかんとしていると、千尋は慌てて手を振った。

「今のは冗談だよ！　冗談！　昔、『許されないふたり』っていうドラマが流行ってね。そのふたりが、最後はすべてを投げ出して海外へ逃避行してしまうんだ」

「そのドラマなら……母が青春に好きだったみたいで、ビデオを持っていました！」

　真由が得意げに話すと、千尋が少し寂しそうに笑った。

「……わかってはいたけど、これが年齢差か。自分が知っていることを、真由ちゃんも知っているとは限らないんだなあ」

　あまりに寂しそうなので、真由は慌てて両手をバタバタと動かした。その動きに意味はないのだが、気持ちが溢れてしまったようだ。

「な、なら！　教えてください！　私の知らないこと、全部！」

「じゃあ……真由ちゃんが知っていて僕が知らないことも、教えてくれる？」

「もちろんっ」

　頷くと、千尋は嬉しそうな顔で笑って真由の頭を撫でる。

「さっきの話の続きだけどね、これからきちんと解決策を考えるつもりだ。けどね、別れるなんてことは絶対にしない。だって、真由ちゃんと別れるのは嫌だからね」

　少し気恥ずかしそうな顔。そんな千尋の首に腕を回し、真由はしっかりとしがみついた。

「私もっ」

　そうしてふたりは、またそっとキスを交わす。

　やっと付き合えても、ふたりには、まだまだ課せられた試練がある。レンタル会社にバレたらどうなる？　年の差が離れすぎて話が通じないかも。

　それでも……ふたりでならきっと乗り越えられる。真由には、そんな予感がしていた。
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